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は じ め に

　昨今、いわゆるエマージング・エコノミーの台頭とともに、複数の高度な外国語運用能
力と高い専門性を身につけ、国際舞台で活躍できる人材の養成が急務となっています。国
際公用語となっている英語はもちろん、これに加えて、中国語、スペイン語、ポルトガル
（ブラジル）語、ロシア語、アラビア語、ベトナム語、インドネシア語等を縦横に運用でき
るとともに、法律、経済、人文社会科学等の専門知識を備えた人材が求められています。
大阪大学は、外国語学部を擁する唯一の国立総合大学として、大阪外国語大学との統合の
メリットを最大限に引き出し、他の大学では養成できないこうした貴重な人材を育成・輩
出し、我が国の発展と国際社会の相互理解に貢献していきたいと考えています。
　そこで、本学における新たな学際融合教育（学部・研究科等の枠にとらわれない教育）
プログラムとして、本学の学生が多様（マルチ）な言語教育科目と各学部・研究科におけ
る専門教育科目を並行して履修することができる「マルチリンガル・エキスパート養成プ
ログラム」を開設することにいたしました。
　大阪大学は、多数の学部・研究科・研究所・センター等からなる総合大学です。マルチ
リンガル・エキスパート養成プログラムにおいて提供される各プログラムは、それぞれの
専門分野を組み合わせて編成されており、また、学部の課程と大学院の博士前期（修士）
課程を通じたプログラムとして開設するものです。この教育環境を最大限利用してみませ
んか。
　このプログラムを履修することで、今までより大きな視野で物事を考えることができる
ようになり、所属学部・研究科においてもプラスに作用すると確信しています。

各プログラムの詳細については、「各プログラム紹介」の各プログラムの問い合わせ先にご照会
ください。

（全般的な問い合わせ先）

大阪大学　言語文化研究科・外国語学部箕面事務室
マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（MLE）担当
　　〒562－8558　箕面市粟生間谷東 8 － 1 － 1
　　Email：multilingual＠ lang.osaka－u.ac.jp
　　TEL：072－730－5062
　　ホームページURL：http://www.mle.osaka－u.ac.jp/



平成30年度マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）プログラム
（学部プログラム・大学院プログラム）の概略

学部プログラム 大学院プログラム※1

目 的 複数の学部及び複数の研究科の教育プログラムを修め、多言語に精通し、現代世界の喫
緊の課題に取り組む専門的な知識を備え、グローバルに活躍できる人材を養成する。

概 要

①�　外国語学部の学生が、文系各学部が開
設する専門教育レベルの人文学、人間科
学、法学・政治学、経済学・経営学等に
関する授業を体系的に学修することができ
るプログラム。

②�　文系学部学生が、外国語学部が開設す
る専門教育レベルの語学・文化学等に関す
る授業を体系的に学修することができるプ
ログラム。

③�　言語文化研究科の学生が、文系各研究
科が開設する専門教育レベルの人文学、人
間科学、法学・政治学、経済学・経営学、
国際公共政策学等に関する授業を体系的
に学修することができるプログラム。

④�　文系研究科の学生が、言語文化研究科
（言語社会専攻）が開設する専門教育レベ
ルの語学・文化学等に関する授業を体系的
に学修することができるプログラム。

募 集 対 象

①�　文学部開設のプログラムについては外国
語学部 2、 3 年次の正規学生

　�　人間科学部、法学部、経済学部開設の
プログラムについては、外国語学部 2年次
の正規学生

②�　文学部、人間科学部、法学部、経済学
部の 2、 3 年次の正規学生

③④ともに32－41頁をご覧ください。

提 供 数 レギュラープログラム：6
ショートプログラム：1

7

募 集 人 員 各プログラム：若干名 各プログラム：若干名
プ ログラム
開 始 申 請

必要（プログラム履修申請と科目履修申請／
科目履修登録）

必要（プログラム履修申請と科目履修登録）

修 了 要 件

あり
レギュラープログラム：24単位以上
ショートプログラム：12単位以上
　　　　　　　　　24単位未満
所属する学部の卒業に必要な最低修得単位数
以外に、当該学部プログラム修得のために必要
な単位数の半数以上を修得しなければならない。
（レギュラープログラムでは12単位以上、ショ
ートプログラムでは 6 単位以上）

あり：14単位以上
所属する研究科の修了に必要な最低修得単
位数以外に、当該大学院プログラム修了のた
めに必要な単位数の半数（ 7単位）以上を修
得しなければならない。

修了認定証※2 総長とプログラム開設部局長との連名で発行

学部の卒業・
研究科の修了
とプログラム
との関係

学部プログラム修了

学部

卒業要件単位

（124～136 単位）

学部プログラム

修了要件単位

（２４単位以上）

学部の卒業

１２単位以上

当該プログラムの

ための単位

　　　　 ※ 3

大学院プログラム修了

研究科（博士前

期（修士）課程）

修了要件単位

（３０単位
*
）

大学院（副専攻）プログラム

修了要件単位

（１４単位以上）

研究科の修了

７単位以上

当該プログラムの

ための単位

マルチリンガル・エキスパート養成プログラム修了

（※ 1）大学院プログラムは大阪大学大学院副専攻プログラムとして開設します。
（※ 2）�学部プログラムのうちレギュラープログラムと大学院プログラムの両方を修了した者には、所属研究科を修了す

るときに、大学院副専攻プログラム修了認定証に加えて大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラム
（全課程）の修了認定証を授与します。

（※ 3）学部プログラムのうちレギュラープログラムの例
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1 　プログラムの概要

　「マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（学部プログラム・大学院プログラム）」とはどのようなものか解説

します。

（ 1）「マルチリンガル・エキスパート養成プログラム
　　 （学部プログラム・大学院プログラム）」とは

　マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（以下、MLEプログラムと表記）は、多言語
に精通し、現代世界の喫緊の課題に取り組む専門的な知識を備え、グローバルに活躍できる人
材を養成することを目的として開設するもので、

　①�　世界各国・地域の言語・文化学等を専攻している外国語学部・言語文化研究科の学生が、
文系各学部・研究科が開設する専門教育レベルの人文学、人間科学、法学・政治学、経済
学・経営学、国際公共政策学等に関する授業を体系的に学修することができるプログラム

　②�　人文学、人間科学、法学・政治学、経済学・経営学等を専攻している文系学部・研究科
の学生が、外国語学部・言語文化研究科（言語社会専攻）が開設する専門教育レベルの語
学・文化学等に関する授業を体系的に学修することができるプログラム

となっています。

　MLEプログラムは、学部プログラムと大学院プログラムからなっています。学部プログラム
は、本学の文学部、人間科学部、外国語学部、法学部、経済学部の学生を対象とした部局横断
型のプログラムで、学部プログラムを修了すると学部プログラム修了認定証が交付されます。
　大学院プログラムは、大阪大学の文学研究科、人間科学研究科、法学研究科、経済学研究科、
言語文化研究科、国際公共政策研究科に入学し希望する者は、大阪大学大学院副専攻プログラ
ムとして履修することができます。大学院プログラムを修了すると大学院副専攻プログラム修
了認定証が交付されます。
　学部プログラムのうちレギュラープログラムを修了し、次頁の図 1に示す進学先大学院で指
定する大学院プログラムを修了すると、学部プログラムと大学院プログラムを合わせてのマル
チリンガル・エキスパート養成プログラム（全課程）修了認定証が交付されます。

　それぞれの大学院プログラムの募集対象者については、 8－ 9頁および32－41頁をご覧くだ
さい。
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平成30年度開設のプログラムに基づいた履修パターン【図 1】
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文 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

人 間 科 学 進学
言 語 文 化 研 究 科 ＋ 人 間 科 学

人 間 科 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

法学・政治学 進学

言 語 文 化 研 究 科
＋ 法 学 ・ 政 治 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

法 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

国際公共政策研究科 ＋ 言 語 文 化 学

経 済 学
・

経 営 学
進学

言 語 文 化 研 究 科
＋ 経 済 学・経 営 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

経 済 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

国際公共政策研究科 ＋ 言 語 文 化 学

文 学 部

英 語・
英米文化学

進学
文 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

スペイン語・
スペイン文化学 言 語 文 化 研 究 科 ＋ 人 文 学

人間科学部

英 語・
英米文化学

進学
人 間 科 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

スペイン語・
スペイン文化学 言 語 文 化 研 究 科 ＋ 人 間 科 学

法 学 部

英 語・
英米文化学

進学

法 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

経 済 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

国際公共政策研究科 ＋ 言 語 文 化 学

スペイン語・
スペイン文化学 言 語 文 化 研 究 科

＋ 法 学 ・ 政 治 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

経 済 学 部

英 語・
英米文化学

進学

経 済 学 研 究 科 ＋ 言 語 文 化 学

国際公共政策研究科 ＋ 言 語 文 化 学

スペイン語・
スペイン文化学 言 語 文 化 研 究 科

＋ 経 済 学・経 営 学

＋ 国 際 公 共 政 策 学

※

※

※

※

※�「スペイン語・スペイン文化学」はショートプログラムのため、大学院プログラムと合わせてマルチリンガル・エキス
パート養成プログラム修了認定はされません。
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（ 2）プログラムの区分

　プログラムは、以下のように区別されています。

学部プログラム 大学院プログラム

概 要

①�　外国語学部の学生が、文系学部（文学、
人間科学、法学、経済学部）が開設する
専門教育レベルの人文学、人間科学、法
学・政治学、経済学・経営学等に関する
授業を体系的に学修することができるプ
ログラム。

②�　文系学部（文学、人間科学、法学、経
済学部）の学生が、外国語学部が開設す
る専門教育レベルの語学・文化学等に関
する授業を体系的に学修することができ
るプログラム。

③�　言語文化研究科の学生が、文系研究科
（文学、人間科学、法学、経済学、国際公
共政策研究科）が開設する専門教育レベ
ルの人文学、人間科学、法学・政治学、
経済学・経営学、国際公共政策学等に関
する授業を体系的に学修することができ
るプログラム。

④�　文系研究科（文学、人間科学、法学、
経済学、国際公共政策研究科）の学生が、
言語文化研究科（言語社会専攻）が開設
する専門教育レベルの語学・文化学等に
関する授業を体系的に学修することがで
きるプログラム。

募集対象者※1 上記文系学部の 2年次以上の正規学生 32－41頁をご覧ください。

修 了 要 件 レギュラープログラム：24単位以上
ショートプログラム：12単位以上24単位未満※2

14単位以上※3

プログラム数 ①　 5プログラム
②　 2プログラム

③　 6プログラム
④　 1プログラム

（※ 1）プログラムごとに設定が異なりますので、必ず各プログラムの紹介等で確認してください。
（※ 2）学部プログラムの修了に必要な単位数は次のとおりとし、各学部プログラムごとにこれを定めるものとします。
　　　　⑴　レギュラープログラム　24単位以上
　　　　⑵　ショートプログラム　　12単位以上24単位未満
　　 　�学部プログラムの修了に必要な単位と所属学部の卒業に必要な単位との重複を認めるものとします。ただし、

当該学部プログラム修了のために必要な単位数の半数以上を、所属学部卒業に必要な最低修得単位数以外に修
得する必要があります。

（※ 3）�大学院プログラムの修了に必要な単位と所属研究科の修了に必要な単位との重複を認めるものとします。ただ
し、当該大学院プログラム修了のために必要な単位数の半数（ 7単位）以上を、所属研究科の修了に必要な最
低修得単位数以外に修得する必要があります。
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（ 3）プログラムの履修開始から修了までの流れ 【図 2 】

①　学部プログラム「人間科学」、「法学・政治学」、「経営学・経済学」を履修する場合
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②�　学部プログラム「人文学」、「英語・英米文化学」、「スペイン語・スペイン文化学」を履修
する場合
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2 　募集対象者・履修条件等について

　MLEプログラムを履修することができる者、条件の概要を解説します。

（ 1）募集対象者

◆学部プログラム
開設学部 プログラム 募集対象者

文 学 部
人文学
（グローバル・アジア・スタディーズ）
（グローバル・ユーロ・スタディーズ）

平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2、 3年次に在学する正規学生

人 間 科 学 部 人間科学（共生の生態）
平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2年次に在学する正規学生法 学 部 法学・政治学

経 済 学 部 経済学・経営学

外 国 語 学 部
英語・英米文化学 平成30年度に文学部、人間科学部、

法学部、経済学部の 2、 3年次に在
学する正規学生

スペイン語・スペイン文化学
（※新規、ショートプログラム）

※スペイン語・スペイン文化学はショートプログラムです。詳細については、31頁およびプログラム紹介をご覧ください。

◆大学院プログラム（新規）
開設研究科 プログラム 募集対象者

文 学 研 究 科
人文学
（グローバル・アジア・スタディーズ）
（グローバル・ユーロ・スタディーズ）

32－41頁をご覧ください。
人 間 科 学 研 究 科 人間科学（共生の生態）
法 学 研 究 科 法学・政治学
経 済 学 研 究 科 経済学・経営学
国際公共政策研究科 国際公共政策学
言 語 文 化 研 究 科 言語文化学

（ 2）履修条件

　学部プログラムにおいては、大阪大学の文学部、人間科学部、外国語学部、法学部および経
済学部の課程に在学していることが必要です。大学院プログラムにおいては、大阪大学の文学
研究科、人間科学研究科、言語文化研究科、法学研究科、経済学研究科および国際公共政策研
究科の修士もしくは博士前期課程に在学していることが必要です。（どちらも科目等履修生・特
別聴講学生をのぞく）。その他、プログラムごとに履修条件や履修者数の制限を設けている場合
がありますので、個々のプログラム紹介を参照してください。

　なお、学部プログラムにおいては、複数のプログラムを同時に履修することはできませんの
で、プログラムの履修申請に際しては、 1つのプログラムを選択して履修申請手続きを行って
ください。

（ 3）費用

　プログラムを履修することに対しては特別な費用はかかりません。ただし、プログラムの科
目によっては、授業を受ける際に交通費などの実費がかかることがあります。
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3 　各プログラムのカリキュラム内容について

　プログラムのカリキュラムの成り立ちや修了の方法について解説します。

（ 1）プログラムのカリキュラムについて

　各プログラムのカリキュラムは、プログラム開設部局が企画し、プログラム科目や修了要件
単位数を決めています。プログラム科目は、プログラム開設部局で開講する授業科目から構成
されています。本冊子ではプログラムの概要と構成科目を紹介していますが、科目の内容につ
いてはホームページやKOANのシラバス等を参照してください。

（ 2）プログラムの修了要件の満たし方について

◆学部プログラムの修了要件の満たし方 （本冊子の補足事項11－12頁を参照）
　修了要件はプログラムごとに違い、本冊子には、プログラムの修了に必要な最低単位数を記
載していますが、プログラムによっては必修科目を設けたり、コースを選択したりするなど、
条件に違いがあります。詳細については、各プログラムの紹介ページ（22－31頁）等で確認し
てください。

　なお、プログラムの修了に必要な単位と所属している学部の学科の卒業に必要な単位との重複
は認められます。当該プログラムの単位が、学科の卒業に必要な単位として認められるかどう
かは、所属学部の教務担当係に確認してください。ただし、当該学部プログラム修了のために
必要な単位数の半数以上を、所属する学科の卒業に必要な最低修得単位数以外に、修得する必
要があります。

◆大学院プログラムの修了要件の満たし方 （本冊子の補足事項13頁を参照）
　修了要件はプログラムごとに違い、本冊子には、プログラムの修了に必要な最低単位数を記
載していますが、プログラムによっては必修科目を設けたり、コースを選択したりするなど、
条件に違いがあります。詳細については、各プログラムの紹介ページ（32－45頁）等で確認し
てください。

　プログラムの修了に必要な単位と、所属している研究科の専攻の修了に必要な単位との重複は
認められます。当該プログラムの単位が、専攻の修了に必要な単位として認められるかどうかは、
所属する研究科の教務担当係に確認してください。ただし、所属する専攻の修了に必要な最低
修得単位数以外に、最低 7単位を当該プログラムのための単位として修得する必要があります。
　なお、他の大学院副専攻プログラムと本大学院プログラムを履修する場合、各プログラムの
修了に必要な単位の重複は認めます。

（ 3）プログラムの授業科目の開講期間について

　プログラムの提供する授業科目の開講は、プログラムを履修している当該学生の課程の標準
修業年限内は保証されますが、それ以降はカリキュラムの変更等の理由で開講されない場合が
ありますのでご注意ください。
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4 　プログラムの履修申請等に関する手続について

　プログラムの履修申請、プログラム科目の履修について解説します。

（ 1）プログラムの履修開始時の手続について

学部プログラム

・履修申請について
　文系 4学部開設プログラム（外国語学部生向け）
　「人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）」
　「人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）」
　「人間科学（共生の生態）」
　「法学・政治学」
　「経済学・経営学」

　応募希望者は、 1 つのプログラムを選択し、下記期間内に履修申請書と成績証明書を、
各プログラム開設学部の教務係に提出してください。

履修申請書の提出期間　平成30年 1 月 4 日（木）～平成30年 2 月 1 日（木）
成績証明書の提出期限　平成30年 3 月 5 日（月）

　外国語学部開設プログラム（文系 4学部生向け）
　「英語・英米文化学」
　「スペイン語・スペイン文化学」

　応募希望者は、 1つのプログラムを選択し、履修申請書を平成30年 1 月 4 日（木）～平
成30年 2 月 1 日（木）の期間内に、外国語学部箕面事務室のMLE担当者または外国語学部
豊中分室に提出の上、成績証明書を平成30年 3 月12日（月）までに、所属学部の教務係に
提出してください。

※履修申請書の様式は、KOANの掲示板およびMLEのホームページで入手できます。
　http://www.mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

・選考について
　開設学部の定める方法により履修生を選考し、3月下旬ごろ開設学部から履修生を発表します。
　（選考方法については各プログラム紹介を参照のこと。）

・科目履修登録について
　選考を経て履修生となった学生は、学期ごとに開設学部の定めるルールに従って、科目履修
申請書やKOAN、あるいはメール等により、所定の履修登録期間内に科目履修登録をします。
　詳細については、KOANの掲示板およびホームページにてお知らせします。
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大学院プログラム

・履修申請について
1．�MLE学部プログラムを修了し平成30年 4 月に文系研究科に入学する者（下表および 2ペー
ジの図 1参照）
修了した学部プログラム 入学する研究科 履修できるMLE大学院プログラム

人文学（グローバル・アジ
ア・スタディーズ

言語文化研究科の博士前期課程 人文学（グローバル・アジア・ス
タディーズ）

文学研究科の修士もしくは博士
前期課程 言語文化学

人文学（グローバル・ユー
ロ・スタディーズ

言語文化研究科の博士前期課程 人文学（グローバル・ユーロ・ス
タディーズ）

文学研究科の修士もしくは博士
前期課程 言語文化学

人間科学（共生の生態）
言語文化研究科の博士前期課程 人間科学（共生の生態）
人間科学研究科の博士前期課程 言語文化学

法学・政治学
言語文化研究科の博士前期課程 法学・政治学

国際公共政策学
法学研究科もしくは国際公共政
策研究科の博士前期課程 言語文化学

経済学・経営学
言語文化研究科の博士前期課程 経済学・経営学

国際公共政策学
経済学研究科もしくは国際公共
政策研究科の博士前期課程 言語文化学

【申請期間】　平成30年 3 月 1 日（木）～16日（金）
【申請方法】　所定の履修申請書に記入し、以下のMLE担当にメールで送付してください。
　　　　　　multilingual@lang.osaka-u.ac.jp
【選　　考】　なし

2．MLE学部プログラム修了生以外で
【履修対象区分】　�平成30年 4 月に、文学研究科、人間科学研究科、法学研究科、経済学研

究科および国際公共政策研究科の修士課程もしくは博士前期課程に入学
する者

【定　　　　員】　若干名
【プログラム】　言語文化研究科：言語文化学
【申  請  方  法】　�以下の送付先に、申請期間中に必着となるように、以下の書類を簡易書

留等記録の残る方法にて郵送してください。（封筒に【MLE大学院プロ
グラム履修申請】と記入すること）。

　　①　履修申請書
　　②　最終学校の成績証明書の写し
　　③　外国語の能力を証明するものの写し

　　　　　　　　　送付先：〒562-8558
　　　　　　　　　　　　　大阪府箕面市粟生間谷東 8 - 1 - 1
　　　　　　　　　　　　　大阪大学言語文化研究科・外国語学部箕面事務室
　　　　　　　　　　　　　MLE担当
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【申  請  期  間】　平成30年 3 月 1 日（木）～ 3月16日（金）
【選　　　　考】　�履修申請書（志望動機）および成績等の審査の結果を総合して履修生を

決定します。面接を課す場合は、追って連絡します。
【発　　　　表】　平成30年 3 月下旬ごろにメールにて通知します。

3 ．MLE学部プログラム修了生以外で
【募集対象区分】　�平成30年 4 月（又は10月入学の場合は平成29年10月）に言語文化研究科

の博士前期課程に入学する者
【定　　　　員】　若干名
【プログラム】　文　学　研　究　科：人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）
　　　　　　　　　　人 間 科 学 研 究 科：人間科学（共生の生態）
　　　　　　　　　　法　学　研　究　科：法学・政治学
　　　　　　　　　　経 済 学 研 究 科：経済学・経営学
　　　　　　　　　　国際公共政策研究科：国際公共政策学

【申  請  方  法】　�希望のプログラムの開設研究科の教務係宛てに、申請期間中に必着とな
るように、以下の書類を簡易書留等記録の残る方法にて郵送してくださ
い。（封筒に【MLE大学院プログラム履修申請】と記入すること）。

　　①　履修申請書（志望動機）
　　②　最終学校の成績証明書の写し

　　　　　　　　　送付先：
　　　　　　　　　　文　学　研　究　科　〒560-8532　豊中市待兼山町 1 - 5
　　　　　　　　　　人 間 科 学 研 究 科　〒565-0871　吹田市山田丘 1 - 2
　　　　　　　　　　法　学　研　究　科　〒560-0043　豊中市待兼山町 1 - 6
　　　　　　　　　　経 済 学 研 究 科　〒565-0043　豊中市待兼山町 1 - 7
　　　　　　　　　　国際公共政策研究科　〒565-0043　豊中市待兼山町 1 -31
【申  請  期  間】　文　学　研　究　科　平成30年 2 月26日（月）～ 3月 2日（金）
　　　　　　　　人 間 科 学 研 究 科　平成30年 3 月12日（月）～ 3月16日（金）
　　　　　　　　法　学　研　究　科　平成30年 2 月26日（月）～ 3月 2日（金）
　　　　　　　　経 済 学 研 究 科　平成30年 3 月12日（月）～ 3月16日（金）
　　　　　　　　国際公共政策研究科　平成30年 3 月12日（月）～ 3月16日（金）
【選　　　　考】　書類選考（※文学研究科では希望者多数の場合は面接を課すこともあります。）

【発　　　　表】　開設研究科教務係から、平成30年 3 月下旬ごろメールにて通知します。
※履修申請書の様式は、KOANの掲示板およびMLEのホームページで入手できます。
　http://www.mle.osaka-u.ac.jp/program/application.html

・科目履修登録について
　履修生となった学生は、学期ごとに開設研究科の定めるルールに従って、科目履修申請書や
KOAN、あるいはメール等により、所定の履修登録期間内（所属する研究科と科目開設研究科
が設定している履修登録期間内の重なる期間）に科目履修登録をします。詳細については、
KOANの掲示板およびホームページにてお知らせします。
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（ 2）プログラム及びプログラム科目に関わる通知について

　プログラムに関する通知や、プログラム科目の授業運営に関する通知（休講、課題等）の連
絡は、原則、KOANの広報システム（掲示板等）により行います。ただし、プログラムによっ
てはメールやホームページを使用する場合がありますので、各プログラムの指示に従ってくだ
さい。

（ 3）プログラムの修了について

◆学部プログラム
　学部プログラムの修了に必要な条件を全て満たすと、所属学部の課程を卒業するときに学部
プログラムの修了認定証を授与します。修了認定証の交付は、所属する学部の教務担当係より
行われます。

◆大学院プログラム
　大学院プログラムの修了に必要な条件を全て満たすと、所属研究科の課程を修了するときに
大学院副専攻プログラムの修了認定証を授与します。修了認定証の交付は、所属する研究科の
教務担当係より行われます。

◆マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（全課程）
　本プログラムの学部プログラムのうち、レギュラープログラムと大学院副専攻プログラムの
両プログラムを修了した者には、所属研究科の課程を修了するときに、大学院副専攻プログラ
ム修了認定証に加えてマルチリンガル・エキスパート養成プログラム（全課程）の修了認定証
を授与します。修了認定証の交付は、所属する研究科の教務担当係より行われます。

（ 4）プログラムの内容に関する問い合わせ先

言語文化研究科・外国語学部箕面事務室
マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（MLE）　担当

　　〒562-8558　箕面市粟生間谷東 8 - 1 - 1
　　Email： multilingual＠ lang.osaka-u.ac.jp　　TEL： 072-730-5062
　　ホームページURL： http://www.mle.osaka-u.ac.jp/
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5 　補足事項

　各解説事項を補足します。

（ 1）単位修得方法の注意点

◆学部プログラム
　「学部プログラム」は、所属学部・学科以外の内容や所属学科の専門性を生かすための関連分
野を学ぶプログラムです。よって、プログラムの要件単位数を満たしても、所属学部・学科の
卒業要件単位と重複する（内数として利用される）単位のみでは同プログラムを修了したと認
定されず、【制度上の最低修得単位数の半数以上】は、当該プログラムのための単位として修得
する必要があります。すなわち、レギュラープログラムにおいては【12単位以上】、ショートプ
ログラムにおいては【 6単位以上】は、学部・学科の卒業要件ではない単位、あるいは卒業要
件単位となる科目で卒業のために利用する単位数以上の余分に追加された単位である必要があ
ります。

　なお、プログラム科目が所属学部・学科以外の構成科目でも、同学部が規定する申請を行う
ことにより、卒業要件単位に算入することができる場合がありますが、当該科目を卒業要件の
内数として利用する場合は、それ以外に単位の上乗せが必要となる場合があることに注意が必
要です。

図解例

修得した単位を下記の区分①～④に分けた場合、

① ② ③

④

主 副

他

①…学部の卒業要件科目の単位
②…学部の卒業要件科目かつ学部プログラム科目の単位
③…学部プログラム科目の単位
④…学部の卒業要件［外］科目かつ学部プログラム［外］科目の単位

　所属学部の卒業要件単位数を「（A）単位」とすると、以下の 3つの条件をすべて満たすこと
が必要です。

・条件 1：学部プログラムの修了要件単位を満たすこと。
・条件 2：�『①＋②＋③≧（A）＋12（レギュラープログラム）あるいは 6（ショートプ

ログラム）』を満たすこと。
（例．学部プログラムを申請し、（A）＝126の場合、「138単位以上」）
学部プログラム科目の単位と、所属している学部の卒業要件単位との重複
は認められるが、学部の卒業に必要な最低修得単位数以外に当該学部プロ
グラム修得のために必要な単位数の半数以上の単位を修得することが必要。

・条件 3：所属学部を卒業すること。

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩
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実際の履修例 （外国語学部生の例）※2

　所属学部の卒業要件単位（ ）が126単位であり、
　申請した「学部プログラム」の修了要件単位数（ ）が24単位の場合
　（つまりレギュラープログラムの場合）

（※ 2）ここで紹介する履修例は、外国語学部のものです。文学部、人間科学部、法学部、経済学部
については、20頁のQ&Aを参照の上、各学部に確認してください。

学部卒業要件の単位をプログラム修了要件とは別に修得している場合

→学部を卒業し、プログラムも修了可能である。
なお、               は、学部の卒業要件となる科目でも可。

学部卒業要件とプログラム修了要件で、12単位が重複する場合

 →学部を卒業し、プログラムも修了可能である。
なお、        は、学部の卒業要件となる科目でも可。

学部卒業要件とプログラム修了要件で、18単位が重複する場合

→学部を卒業できるが、プログラムは修了不可である。

同単位は学部の卒業要件となる科目でも可。ただし、18単位の内訳につい
ては学生便覧で確認すること。

学部卒業要件とプログラム修了要件で、24単位が重複する場合

→学部・プログラムともに卒業・修了不可である。

ケース 1 

ケース 2 

①126単位①126単位

③③1212単単位位

①126単位①126単位

①126単位①126単位

ケース 3 

ケース 4 

この場合、上図の状態からさらに              を追加することが必要。③6単位③6単位

③24単位③24単位

②18単位②18単位

②24単位②24単位

③③66単単位位

②12単位②12単位 ③12単位③12単位

①126単位①126単位 ③24単位③24単位
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◆大学院プログラム
　「大学院プログラム」は、所属研究科・専攻以外の内容や主専攻の専門性を生かすための関連
分野を学ぶプログラムです。よって、プログラムの要件単位数を満たしても、所属研究科・専
攻の修了要件単位と重複する（内数として利用される）単位のみでは同プログラムを修了した
と認定されず、【制度上の最低修得単位数の半数以上】は、当該プログラムのための単位として
修得する必要があります。すなわち、【 7 単位以上】は、研究科・専攻の修了要件ではない単
位、あるいは修了要件単位となる科目で、修了のために利用する単位数以上の余分に追加され
た単位である必要があります。

　なお、プログラム科目が所属研究科・専攻以外の構成科目でも、同研究科が規定する申請を
行うことにより、修了要件単位に算入することができる場合がありますが、当該科目を修了要
件の内数として利用する場合は、それ以外に単位の上乗せが必要となる場合があることに注意
が必要です。

図解例

修得した単位を下記の区分①～④に分けた場合、

① ② ③

④

主 副

他

①…研究科の修了要件科目の単位
②…研究科の修了要件科目かつ大学院プログラム科目の単位
③…大学院プログラム科目の単位
④…�研究科の修了要件［外］科目かつ大学院プログラム［外］科目の単位

　研究科の修了要件単位数を「（A）単位」とすると、以下の 3つの条件をすべて満たすことが
必要です。

・条件 1：大学院プログラムの修了要件単位を満たすこと。
・条件 2：『①＋②＋③≧（A）＋ 7』を満たすこと。

（例．大学院プログラムを申請し、博士前期課程で（A）＝30の場合、「37単
位以上」）
大学院プログラム科目の単位と、所属している研究科の修了要件単位との
重複は認められるが、研究科の修了に必要な最低修得単位数以外に最低 7
単位は、研究科の修了要件ではない当該大学院プログラムの単位を修得す
ることが必要。

・条件 3：大学院を修了すること。

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

（ 2）プログラム履修申請前の修得単位の扱いについて

　プログラムで定める授業科目をプログラムの申請以前に履修している場合は、既に修得して
いる単位がプログラムの修了要件単位として認定されることがあります。詳細については各プ
ログラム実施部局に問い合わせてください。



－ 14 －

6 　Q & A

　履修希望者および実際の履修生よりいただいた質問とその回答を紹介します。

募集・申請

Ｑ：募集人員の「若干名」とは、何名程度の想定ですか？
Ａ：募集人員「若干名」の人数想定としては、 1～10名程度を想定しており、各プログラムへ

の応募者数や応募者の成績等を基に、プログラムごとに決定されます。

Ｑ：なぜ、募集人員を若干名に限るのですか？
Ａ：学部プログラムについては、文学部、人間科学部、外国語学部、法学部、経済学部の専門

教育科目の授業を他学部の学生が履修するという形で開講するものであるため、教室の定
員や授業効果等の観点から、各プログラムとも募集人員を「若干名」に限ることとしてい
ます。

Ｑ：現在開設されているプログラムの採用者数は何名ですか？
Ａ：以下のとおりです。
　　　平成29年度（合計55名）
　　　「人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）」　 4名
　　　「人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）」　 6名
　　　「人間科学（共生の生態）」　10名
　　　「法学・政治学」　 8名
　　　「経済学・経営学」　 8名
　　　「英語・英米文化学」　19名

　　　平成28年度（合計31名）
　　　「人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）」　 3名
　　　「人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）」　 7名
　　　「人間科学（共生の生態）」　10名
　　　「法学・政治学」　 7名
　　　「経済学・経営学」　 4名

　　　平成27年度（合計32名）
　　　「人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）」　 9名
　　　「人間科学（共生の生態）」　 9名
　　　「法学・政治学」　 8名
　　　「経済学・経営学」　 6名

Ｑ：海外渡航などで期限までに成績証明書を取得できない場合はどうすればよいですか？
Ａ：所属学部の教務係に申し出てください。正当な理由と認められれば、代理で成績証明書を

取得し該当学部に提出します。
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Ｑ：今年度不採用の場合、来年度に応募することは可能ですか？
Ａ： 2 年次を募集対象としてるプログラムは、 2年次しか応募できません。 3年次を募集対象

としているプログラムでは 3年次の応募は可能です。しかしながら対象となる年次が変更
される可能性がありますので、応募の際にはこの点を必ず確認してください。

履修者の選考

Ｑ：履修者の選考方法や選考基準は、具体的にはどのようなものですか？
Ａ：各学部プログラムの履修者は、次の方法で選考されます。

　　〈人文学〉
履修申請書（志望理由）および成績等の審査の結果を総合して選考します。希望者多数
の場合は、面接を課すこともあります。

〈人間科学〉
履修申請書（志望理由）および成績等の審査の結果を総合して選考します。

〈英語・英米文化学〉
履修申請書（志望理由）および成績等の審査の結果を総合して選考します。必要に応じ
て面接を課すこともあります。

〈法学・政治学〉
履修希望者多数の場合は、入学以降の成績（GPA）の上位者から順に履修の許可を与え
ます。

〈経済学・経営学〉
履修申請書（志望理由）および成績等の審査の結果を総合して選考します。希望者多数
の場合は、面接を課すこともあります。

Ｑ：学部プログラムを履修するのには、どの程度のGPAが必要ですか？
Ａ：各プログラムともGPAの基準は設けられていません。

Ｑ：成績の審査がGPAにより行われる場合、修得単位数は考慮されますか？
Ａ：成績について、「法学・政治学プログラム」においては、入学以降の成績のGPAにより審

査が行われますが、その他のプログラムにおいては、成績の内容について総合的な審査が
行われます。
なお、GPAは以下の計算式により算出されます（小数点第 3位以下切り捨て）。

（（（各学期に評価を受けた各授業科目で得たGPA×当該授業科目の単位数）の合計）の総和）
÷

（（各学期に評価を受けた各授業科目の単位数の合計）の総和）

Ｑ：法学部でだけ、なぜ、GPAのみの判断で選考がなされるのですか？
Ａ：選考方法は各プログラムの開講学部が決めることになっています。法学部としてはGPAが

選考の基準としてはもっとも客観的であるという理由から、GPAによる選考をおこなうこ
とにしました。なお、応募者および採用者の平均GPA等の公開はしておりません。
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カリキュラム・授業

Ｑ：プログラム科目の時間割はいつ発表されるのですか？
Ａ：各プログラムの科目の時間割の発表予定時期は次のとおりです。

　　〈人文学〉
平成30年 3 月初旬にKOAN上で公表予定です。

〈人間科学〉
平成30年 2 月初めごろに人間科学部ホームページに掲載します。なお、その後に一部変
更される場合もあります。

〈英語・英米文化学〉
平成30年 3 月下旬です。

〈法学・政治学〉
平成30年 3 月下旬です。

〈経済学・経営学〉
平成30年 1 月末に経済学部のサイトにて公表します。

Ｑ：授業科目にⅠやⅡ、 1や 2がついているものは、Ⅰや 1から履修した方がよいですか？
Ａ：〈人文学〉

ⅠやⅡなどのローマ数字は講義内容の相違を示しており、履修すべき順を表しているわ
けではありません。

　　〈人間科学〉
特にシラバスで断りがない限りは、Ⅱや 2を先に履修することも、またⅡや 2だけを履
修することもできます。

　　〈英語・英米文化学〉
ⅠやⅡなどのローマ数字は講義内容の相違を示しており、履修すべき順を表しているわ
けではありません。

　　〈法学・政治学〉
　　　授業科目ごとに異なりますので、各自シラバスで確認してください。
　　〈経済学・経営学〉

基本的に履修の順番は問いませんが、シラバス等により、「 1」→「 2」の順に履修する
ことが望ましいとされている授業もあります。

Ｑ：経済学・経営学プログラムに置いては、数学的知識はかなり必要ですか？（理系出身では
ないので不安があります。）　また、マーケティングの授業があるようですが、講義形態の
授業だけでなく、ワークショップのような参加型の授業、また実際に商品開発、マーケテ
ィングに取り組むことはありますか？

Ａ：数学の知識は必要ですが、その程度は、授業によって異なります。数学A、数学Bで使わ
れている教科書も参照してください。（石村園子『やさしく学べる微分積分』（共立出版）
（数学A）、藤田岳彦・石井昌宏『穴埋め式　線形代数　らくらくワークブック』（講談社）
（数学B）、など）。またマーケティングは、学部の授業では、講義形態となります。

Ｑ：経済学・経営学プログラムについて、 1年生時に「経済学A」および「経済学B」を履修
していなくても、応募は可能ですか？

Ａ：応募は可能です。ただし、「経済学A」および「経済学B」を修得することは、本プログラ
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ムの前提となっていますので、 2年次に修得することが望まれます。

Ｑ：「経済学・経営学」プログラムの選択必修科目と選択科目において、履修の順番はあります
か？

Ａ：経済学部生向けには、選択必修 1、選択必修 2、選択科目の区分があります。基本的には、
この順番で履修することが想定されています。区分ごとの科目群は下記URLを参照してく
ださい。
選択必修 1：www.econ.osaka-u.ac.jp/academics/HTML/gakubu_senhitsu1.htm
選択必修 2：www.econ.osaka-u.ac.jp/academics/HTML/gakubu_senhitsu2.htm
選 択 科 目：www.econ.osaka-u.ac.jp/academics/HTML/gakubu_sentaku.htm

Ｑ：「経済学・経営学」プログラムに集中講義があればありがたいのですが、その予定はありま
せんか？

Ａ：選択必修科目に関しては、経済学部生の多くが履修するため、集中講義という形で実施す
る予定はありません。選択科目については、担当教員の都合により開講される場合があり
ます。下記URLを参照してください。

経済学部　専門教育科目シラバスリンク：
　www.econ.osaka-u.ac.jp/academics/u_credit.html
※�なお、学部により集中講義の日程が異なるため、他学部の集中講義期間が外国語学部
の通常授業期間にあたることがあります。日程が重なった場合、履修できない可能性
があります。

Ｑ：経済学・経営学プログラムにおいては、高校における数Ⅲは必要ですか？
Ａ：微分積分については高校の文系数学程度の知識が必要です。行列・ベクトルについては数

Ⅲ＋αな内容が必要な科目があります。特に、選択必修科目の統計や選択科目のエコノメ
トリックス関連、金融工学系の科目を専門に勉強したい場合は必要です。ミクロ・マクロ
など経済学の基本的分野ではそれほど使うことはありません。

Ｑ：人間科学（共生の生態）プログラムにおいて、基礎科目（概論）とその他の科目について、
履修の順番はありますか？

Ａ：構成科目の履修の順序を特に定めていません。ただし、まずは「基礎科目」を履修するこ
とが望ましいとされます。

Ｑ：人間科学（共生の生態）プログラムでは、数学の知識は必要ですか？
Ａ：特に必要ありません。

Ｑ：箕面キャンパスで遠隔受講することができる授業科目は何科目くらいありますか？
Ａ：平成28年度および平成29年度には、次に挙げる遠隔配信授業が開講されました。

　　　【平成29年度の遠隔配信授業】
　　　　〈人文学〉
　　　　　「世界の中のアジア史」「ヨーロッパの歴史Ⅲ」（春～夏、秋～冬学期、木曜 3限）
　　　　〈人間科学〉
　　　　　「文明動態学」（春～夏学期、水曜 5限）
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　　　　　「臨床死生学・老年行動学」（秋～冬学期　木曜 1限）
　　　　〈法学・政治学〉
　　　　　「行政法 1」（春～夏学期、月 3限）
　　　　　「民法 1」（春～夏学期、月曜 4限・金曜 3限）
　　　　　「特別講義（21世紀の東アジアと歴史問題）（春～夏学期　木 2限）
　　　　　「国際私法」（秋～冬学期　火曜 4限）
　　　　〈経済学・経営学〉
　　　　　「経営計算システム」（春～夏学期　月曜 4限・火曜 3限）
　　　　　「経済史」（秋～冬学期　月曜 3限・水曜 1限）

　　　【平成28年度の遠隔配信授業】
　　　　〈人文学〉
　　　　　「世界の中のアジア史」「ヨーロッパの歴史Ⅲ」（ 1、 2学期、木曜 3限）
　　　　〈人間科学〉
　　　　　「動態地域論Ⅰ」（ 1学期、水曜 5限）
　　　　　「動態地域論Ⅱ」（ 1学期、月曜 2限）
　　　　　「比較思想史」（ 2学期、火曜 4限）
　　　　　「国際協力学Ⅱ」（ 2学期、水曜 3限）
　　　　〈法学・政治学〉
　　　　　「商法 2」（ 1学期、月曜 4限・木曜 1限）
　　　　　「経済法」（ 1学期、水曜 2限）
　　　　　「外交政策論」（ 1学期、金曜 3限）
　　　　　「行政法 3」（ 2学期、火曜 3限）
　　　　　「国際私法」（ 2学期、火曜 4限）
　　　　〈経済学・経営学〉
　　　　　「経営計算システム」（ 1学期、月曜 4限・水曜 2限）

履修・修了要件

Ｑ：大阪大学在学中に 1 年間留学したいと考えていますが、MLEの履修（申請）は可能です
か？また、修了することも可能ですか？

Ａ：今後、外国の大学に留学を予定している学生であっても、本プログラムの履修（申請）は
可能です。（ただし、2年次の第 1学期からの留学を考えている場合は、プログラムの履修
申請時に担当係に相談してください。）
外国の大学に留学中は、大阪大学の授業科目（プログラム科目を含む）を履修（単位修得）
することはできませんが、卒業までの間に履修プログラムの修了要件を満たすことができ
れば、「学部プログラムの修了」ということになります。
例えば、大阪大学を休学しないで 1年間留学し、在学 4年間での（学部の）卒業を考えて
いる場合は、 2年次から 4年次までの間のうち大阪大学に「在学」する 2年間で、履修プ
ログラムの修了要件を満たすことができれば、学部プログラムを修了することができます。
なお、大阪大学を「休学」して留学する場合は、 2年次以降、大阪大学に「在学」する 3
年（以上の）間で、履修プログラムの修了要件を満たすことができれば、学部プログラム
を修了することができます。
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Ｑ：プログラム科目の単位を落とした場合、学部プログラムの履修資格を失うなどのペナルテ
ィはありますか？

Ａ：学部プログラムの履修が認められた学生については、基本的に同一学部在学中は学部プロ
グラムの履修資格を失うことはありません。
なお、卒業時までに学部プログラムの修了要件を満たすことができなかった場合は、修了
認定証の交付を受けることはできません。

Ｑ：学部プログラムの履修生として決定された後に、（例えば、プログラムの履修の途中で）プ
ログラムの履修をやめることは可能ですか？

Ａ：やむを得ない事情で履修を取り下げたい場合は、外国語学部のMLE担当者まで連絡の上、
履修取り下げ願を提出してください。ただし、履修開始の次年度以降から受け付けます。

Ｑ：英語・英米文化学プログラムにおいて、重複履修は可能でしょうか？
Ａ：学部プログラムの修了としては、担当教員に内容を確認し許可を得れば、重複履修は可能

です。ただし、重複履修した単位が卒業要件に含まれるかどうかについては、所属学部の
教務係に確認してください。

成績・単位

Ｑ：MLEで履修した授業科目の成績は、GPAに加算されるのですか？
Ａ：基本的にGPAの算出に含めます。

GPAの算出の対象となる授業科目については、「大阪大学におけるグレード・ポイント・
アベレージ制度に関する要項」において、共通教育系科目、専門教育系科目、国際交流科
目、コミュニケーションデザイン科目及びグローバルコラボレーション科目のうち、大阪
大学学部学則第10条の 7第 2項に基づく試験の成績の評価を行う授業科目であって、『各学
部において卒業要件に算入することができる授業科目』とすると定められています。

Ｑ：留学先大学で修得した授業科目の単位をプログラム科目の単位として認定してもらうこと
は可能ですか？

Ａ：答えは「不可」です。
大阪大学学部学則第10条の 3では、「他の大学等における授業科目の履修」に関して、学部
が教育上有益と認めるときは、学生が外国の大学の授業科目を履修して修得した単位を（所
属学部の）卒業に要する単位に算入することができると規定されています。
学生が留学先大学で修得した授業科目の単位（以下「留学単位」といいます。）は、所属学
部の卒業要件単位（所属学部の専門教育科目の単位）としては認定することは可能なので
すが、他学部の専門教育科目の単位として認定することはできません。
MLEのプログラム科目は、授業を開設する学部（つまり、他学部）の専門教育科目となる
ため、留学単位は、MLEの修了要件単位として認定することはできません。

Ｑ：たとえば「法学・政治学」プログラムの履修生が、留学で修得した「法学・政治学」関連
の単位は、法学部で認定してもらうことは可能ですか？

Ａ：留学中に修得した単位は、所属学部にのみ単位互換の申請をすることができます。従って、
法学部のみならず、ある学部が他学部に所属する学生の単位を認定することはありません。
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Ｑ：プログラム科目として修得した授業科目の単位を教職課程の単位とすることは可能ですか？
Ａ：当該プログラム科目の単位が、所属学部（例えば、外国語学部）において取得することが

可能な教育職員免許状に係る「教科に関する科目」等の単位として有効な場合については、
教職課程の単位とすることは可能です。ただし、所属学部以外（他学部）で修得した単位
となるため、教職課程の単位とする場合については、所属学部の教務係に相談するように
してください。

Ｑ：現在、「日本法の諸問題（Topics in Japanese Law）」を履修していますが、法学・政治学
プログラムの「特別講義（Topics in Japanese Law）」の単位として認定されますか？

Ａ：ご質問の「日本法の諸問題（Topics in Japanese Law）」は、国際交流科目として開講さ
れているものです。したがって、法学・政治学プログラムの「特別講義（Topics in Japanese 
Law）」の単位としては認定しません。
なお、同様に、国際交流科目の「比較法の諸問題（Topics in Comparative Law）」につい
ても、法学・政治学プログラムの「特別講義（Topics in Comparative Law）の単位として
は認定しません。

Ｑ：学部プログラムにおいて、制度上の最低修得単位の半数以上は、学部・学科の卒業要件で
はない単位、あるいは卒業要件単位となる科目で卒業のために利用する単位数以上の余分
に追加された単位である必要があるということですが、仮に余分に修得した単位を卒業要
件単位に組み込みたい場合、何単位をどの科目に組み込めるのでしょうか？

Ａ：「所属学部以外の専門教育科目の単位」の取扱いについては、学部ごとに細かく決められて
いますので、ここで詳細にわたって説明できませんが、以下を参考に、詳細についてはそ
れぞれの所属学部に問い合わせてください。

　　　※参考
　　　〈文学部〉
　　　　24単位まで選択科目として認められることがある。
　　　　ただし、詳細は文学部「学生便覧」を参照すること。
　　　〈人間科学部〉
　　　　10単位を限度として自由選択科目の単位として算入することができる。
　　　　ただし、詳細は人間科学部「学生便覧」を参照すること。
　　　〈外国語学部〉
　　　　18単位を超えない範囲で選択科目として算入することができる。
　　　　ただし、詳細は外国語学部「学生便覧」を参照すること。
　　　〈法学部〉
　　　　24単位を限度として選択科目として算入することができる。
　　　　ただし、詳細は法学部「学生ハンドブック」を参照すること。
　　　〈経済学部〉
　　　　12単位を限度として卒業に要する単位数に算入できる。
　　　　ただし、詳細は経済学部「学生便覧」を参照すること。
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履修のメリット

Ｑ：MLEの修了は、就職等において有利にはたらきますか？
Ａ：本プログラムは、複数の学部及び複数の研究科の教育プログラムを修め、多言語に精通し、

現代世界の喫緊の課題に取り組む専門的な知識を備え、グローバルに活躍できる人材を養
成することを目的として開設するものですので、例えば、MLEの学部プログラムを修了す
ると、卒業の際に、学士の学位記に加えて、大阪大学総長と学部プログラムの開設学部長
の連名による学部プログラムの修了認定証が交付されるため、就職エントリーシート等に
記載する資格の一つとして、学位等に加えて、「大阪大学マルチリンガル・エキスパート養
成学部プログラム（◯◯◯学）修了」と記載することができ、自己PRの材料になり得る
と考えます。

その他

Ｑ：英語・英米文化学プログラムを履修中に、外国語学部以外の他の文系学部に転部した場合、
このプログラムの履修の継続は可能なのでしょうか？

Ａ：可能です。転部の際には、MLE担当者に連絡してください。

Ｑ：大学院プログラムについて、たとえば文学部から人間科学研究科に進学するといったよう
に、卒業学部と異なる（外国語学部を除く）、言語文化研究科以外の文系研究科（文学研究
科、人間科学研究科、法学研究科、経済学研究科、国際公共政策研究科）に進学した場合、
大学院プログラムは履修可能なのでしょうか？

Ａ：文学部、人間科学部、法学部、経済学部で学部プログラムを修了して卒業した学生が、文
学研究科、人間科学研究科、法学研究科、経済学研究科、国際公共政策研究科のうちで、
卒業学部と異なる研究科に進学した場合、大学院プログラムは履修可能です。

Ｑ：高等司法研究科へと進学した場合、大学院プログラムは履修できないのでしょうか？
Ａ：高等司法研究科はMLEの枠組みに含まれませんので、履修は不可能です。
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平成30年度　マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）学部プログラム紹介

MLE学部プログラム一覧
プログラム名称 開設部局 募集対象者 掲載頁

1 人文学
（グローバル・アジア・スタディーズ）

文 学 部 平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2、 3年次に在学する正規学生

23

2 人文学
（グローバル・ユーロ・スタディーズ） 24

3 人間科学（共生の生態） 人間科学部 平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2年次に在学する正規学生 25

4 法学・政治学 法 学 部 平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2年次に在学する正規学生 26

5 経済学・経営学 経 済 学 部 平成30年度に外国語学部外国語学科
の 2年次に在学する正規学生 27

6 英語・英米文化学
外国語学部

平成30年度に文学部、人間科学部、
法学部、経済学部の 2、 3年次に在
学する正規学生

28

7 スペイン語・スペイン文化学 31

※ 1～ 6　レギュラープログラム
　 7　　　ショートプログラム
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年

00
Z0
16

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅲ

2
春
～
夏

3
、
4
年

00
Z0
17

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅳ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
18

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅴ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
08

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅰ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

00
Z0
09

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
19

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅲ

2
通
年

2
、
3
、
4
年

00
Z0
20

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅳ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
10

ア
ジ
ア
の
芸
術
史

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
21

ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
Ⅰ

2
集
中

2
、
3
、
4
年

00
Z0
22

ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
23

中
国
語
圏
文
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

00
Z0
24

中
国
語
圏
文
学
Ⅱ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

00
Z0
25

中
国
語
圏
文
学
Ⅲ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
26

中
国
語
圏
文
学
Ⅳ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

00
Z0
27

中
国
語
圏
文
学
Ⅴ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z0
28

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅰ

2
不
開
講

2
、
3
、
4
年

00
Z0
29

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅱ

2
春
～
夏

3
、
4
年

00
Z0
30

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅲ

2
秋
～
冬

3
、
4
年

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。



－ 24 －

文
学
部
【
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

称
和
文

人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）

英
文

H
um

an
iti
es
（
G
lo
ba

l E
ur
o 
St
ud

ie
s）

開
設

学
部

文
　
　
学
　
　
部

募
集

対
象

者
平
成
30
年
度
に
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の

2
・

3
年
次
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

24
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
24
単
位
以
上
修
得

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
外
国
語
学
科
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以

外
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
12
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
学
部
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
登
録
し
た
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の
学
生
に
対
し
て
、
人
文
学
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
今
日
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
国
や
地
域
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
も

ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
含
む
広
い
領
域
に
関
す
る
複
数
の
学
問
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
ま
す

ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で

の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
関
わ
る
思
想
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
な
ど
の
人
文
学
の
基
礎
知
識
、
理
論
、
方

法
論
を
学
び
、
幅
広
い
人
文
学
的
教
養
と
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
教
育
目
標
と
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
全
般
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
を
研
究
す
る
た
め
の
方
法
を
習
得
し
て
い
る
。

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
の
個
別
主
題
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
高
度
な
運
用
能
力
を
習
得
し
て
い
る
。

＊
構
成
科
目
の
備
考
欄
①
〜
④
と
対
応
し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
科
目
群

を
配
置
し
、
系
統
的
履
修
を
促
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
に
関
す
る
概
説
講
義
を
必
修
科
目
と
し
（
①
）、
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
哲
学
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
」
な
ら
び

に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
」
と
い
う

5
つ
の
科
目
群
を
選
択
必
修
科
目
と
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
履
修
者
の
関
心
に
応
じ
て
、
ひ
と
つ
の
学
問
分
野
に
お
い
て
地
域
横
断
的
な
知
見
を
得
る

（
②
）
と
と
も
に
、
ひ
と
つ
の
国
や
地
域
に
関
す
る
分
野
横
断
的
な
知
識
の
習
得
（
③
）
が
可
能
と

な
る
。
さ
ら
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ア
ジ
ア
（
と
日
本
）
と
の
関
係
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
科
目

も
配
し
、
世
界
全
体
か
ら
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
殊
性
へ
の
意
識
を
も
涵
養
す
る
。
ま
た
、
英
・

独
・
仏
語
の
文
献
講
読
授
業
や
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
英
・
独
・
仏
語
の
授
業
も
組
み
込
み
、

高
度
な
外
国
語
運
用
能
力
の
習
得
を
促
す
（
④
）。

履
修

資
格

・
条

件
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
と
現
代
、
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
・
歴
史
・
文
学
・
芸
術
に
関
心
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
領
域
に
関
わ
る
専
門
研
究
に
従
事
す
る
意
欲
を
持
つ
学
生
を
歓
迎
す
る
。

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
履
修
申
請
書
（
志
望
理
由
）
及
び
成
績
等
の
審
査
の
結
果
を
総
合
し
て

選
考
し
、
履
修
者
を
決
定
す
る
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接
を
課
す
こ
と
も
あ
る
。

前
提

知
識

の
目

安
英
語
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
少
な

く
と
も
一
言
語
に
関
す
る
基
礎
的
な
文
法
事
項
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
文
学
部
教
務
係
へ
、
平
成
30
年

1
月

4
日
（
木
）

～
2
月

1
日
（
木
）
の
期
間
内
に
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月

5
日
（
月
）
ま
で
に
大
阪
大
学
の
成
績
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請

書
の
用
紙
は
、
KO

AN
の
掲
示
板
か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

文
学
部
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
08
5/
50
84
　
FA

X:
 0
6-
68
50
-5
08
7

Em
ai
l: 
bu

ns
ou

ha
ku
-k
yo
um

u@
offi

ce
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

00
Z2
01

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
思
想
史

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

左
記
の
「
必
修
科
目
」

2
科
目

4
単

位
を
修
得
す
る
こ
と
。
同
一
科
目
の

重
複
履
修
可
（
担
当
教
員
に
確
認
す

る
こ
と
）。

4
単
位
を
超
え
て
修
得
し
た
場
合

は
、
超
過
し
た
単
位
を
「
選
択
必
修

科
目
」の

単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
00
Z2
02

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
芸
術
史

2
秋
～
冬

00
Z2
03

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

左
記
の
「
選
択
必
修
科
目
」
の
う
ち

か
ら
、
20
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

同
一
科
目
の
重
複
履
修
可
（
担
当
教

員
に
確
認
す
る
こ
と
）。

②
③
④

00
Z2
04

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅱ

2
秋
～
冬

00
Z2
05

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅲ

2
秋
～
冬

00
Z2
06

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅳ

2
春
～
夏

00
Z2
07

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅴ

2
秋
～
冬

00
Z2
08

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅵ

2
不
開
講

00
Z2
09

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅰ

2
春
～
夏

3
、
4
年

00
Z2
10

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅰ

2
秋
～
冬

00
Z2
11

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

00
Z2
12

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅲ

2
春
～
夏

3
、
4
年

00
Z2
13

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅲ

2
秋
～
冬

00
Z2
16

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

00
Z2
17

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅰ

2
秋
～
冬

00
Z2
18

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅱ

2
春
～
夏

00
Z2
19

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅲ

2
春
～
夏

00
Z2
20

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅳ

2
春
～
夏

00
Z2
21

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅴ

2
秋
～
冬

00
Z2
22

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅵ

2
春
～
夏

00
Z2
23

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅶ

2
不
開
講

00
Z2
31

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅷ

2
春
～
夏

00
Z2
24

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅷ

2
秋
～
冬

00
Z2
25

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅸ

2
春
～
夏

00
Z2
26

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学

X
2

春
～
夏

00
Z2
27

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学

X
2

秋
～
冬

00
Z2
28

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅺ

2
春
～
夏

00
Z2
29

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅺ

2
秋
～
冬

00
Z2
30

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅻ

2
春
～
夏

00
Z2
32

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅰ

2
春
～
夏

00
Z2
33

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅱ

2
春
～
夏

00
Z2
34

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅲ

2
秋
～
冬

00
Z2
35

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅳ

2
春
～
夏

00
Z2
40

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅳ

2
秋
～
冬

00
Z2
36

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅰ

2
春
～
夏

00
Z2
37

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅱ

4
不
開
講

00
Z2
38

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅲ

2
春
～
夏

00
Z2
39

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅳ

2
秋
～
冬

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。



－ 25 －

人
間
科
学
部
【
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）

英
文

H
U
M
AN

 S
C
IE
N
C
ES

（
W
H
AT

 IS
 L
IV
IN
G
 T
O
G
ET

H
ER

?）
開

設
学

部
人

間
科

学
部

募
集

対
象

者
平
成
30
年
度
に
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の

2
年
次
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

24
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
24
単
位
以
上
修
得

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
外
国
語
学
部
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以

外
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
12
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の
学
部
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の
学
生
に
対
し
て
、
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）
に

関
す
る
専
門
教
育
科
目
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
多
様
な
文
化
的
・
社
会
的
背

景
を
も
っ
た
人
々
が
、
国
内
外
で
出
会
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
今
日
、
災
害
や
紛
争
と
い
っ
た

状
況
下
で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
共
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
人
間
科
学
部
の
多
様
な
専
門
性
を
活
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
共
生
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
通
じ
、
共
生
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
得
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
複
眼
的
な
思
考
を
持
ち
、
人
々
の
多
様
性
を
理
解
で
き
る
。

②
�人
々
と
対
話
し
関
係
を
築
き
協
働
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
論
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

③
共
生
に
関
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

6
つ
の
科
目
群
を
配
置
し
、
共
生
に
つ
い
て
多
面
的
な
履

修
を
促
す
。
共
生
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
上
げ
る
授
業
と
、
共
生
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

を
扱
う
授
業
が
あ
る
。

・
基

礎
科

目
群
　
人
間
科
学
部
で
学
ぶ
た
め
の
基
礎
的
な
科
目
群

・
行
動
学
科
目
群
　
心
理
学
、
行
動
学
、
死
生
学
な
ど
に
関
わ
る
科
目
群

・
社
会
学
科
目
群
　
社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
福
祉
、
思
想
な
ど
に
関
わ
る
科
目
群

・
教
育
学
科
目
群
　
教
育
学
の
理
論
と
教
育
現
場
に
関
わ
る
科
目
群

・
共
生
学
科
目
群
　
共
生
そ
の
も
の
を
考
え
る
科
目
群

・
Ｇ

30
科

目
群
　
英
語
に
よ
る
科
目
群

履
修

資
格

・
条

件
募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
履
修
申
請
書
（
志
望
理
由
）
及
び
成
績
審
査
の
結
果
を
総
合
し
て
選
考

し
、
履
修
者
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
前
提
知
識
は
不
要

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
人
間
科
学
部
教
務
係
へ
、
平
成
30
年

1
月

4
日

（
木
）
～

2
月

1
日
（
木
）
の
期
間
内
に
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月

5
日
（
月
）
ま
で
に
大
阪
大
学
の
成
績
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修

申
請
書
の
用
紙
は
、
KO

AN
の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

人
間
科
学
部
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
79
-8
01
2　

FA
X:
 0
6-
68
79
-8
01
0

Em
ai
l: 
ky
om

u@
hu

s.
os
ak
a-
u.
ac

.jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

〈
基
礎
科
目
〉

01
06
67

人
間
科
学
概
論

2
春
～
夏

2
年
次
春
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

01
07
23

自
然
科
学
と
人
間
科
学

2
春
～
夏

2
年
次
春
学
期
以
降

01
07
24

人
文
学
と
人
間
科
学

2
春
～
夏

2
年
次
春
学
期
以
降

未
定

行
動
学
概
論
（
心
理
学
概
論
）

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
69

社
会
学
概
論

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
70

教
育
学
概
論

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
71

共
生
学
概
論

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

〈
行
動
学
科
目
〉

未
定

臨
床
死
生
学
・
老
年
行
動
学

（
福
祉
心
理
学
）

2
秋
～
冬

3
年
次
春
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

01
04
43

高
齢
者
行
動
論

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
63

人
間
環
境
論

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
64

生
活
環
境
論

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

未
定

発
達
臨
床
心
理
学

（
障
害
者
・
障
害
児
心
理
学
）

2
春
～
夏

4
年
次
春
学
期
以
降

01
04
50

比
較
発
達
心
理
学

2
夏
（
集
中
）

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
02

霊
長
類
心
理
学

【
平
成
30
年
度
不
開
講
】

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

〈
社
会
学
科
目
〉

01
03
77

比
較
思
想
史

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

01
05
56

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
文
化

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
16

人
類
学
理
論

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
03
78

比
較
社
会
学

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
01
70

現
代
社
会
学

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
05
18

比
較
福
祉
論
Ⅰ

2
秋

2
年
次
秋
学
期
以
降

〈
教
育
学
科
目
〉

01
00
36

外
国
教
育
史

【
平
成
30
年
度
不
開
講
】

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

01
04
97

生
涯
教
育
学

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
54

人
権
教
育
論

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
48

教
育
哲
学
【
新
規
開
講
】

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

〈
共
生
学
科
目
〉

01
06
84

共
生
の
人
間
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

01
06
85

共
生
の
人
間
学
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
88

共
生
社
会
論
Ⅰ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
89

共
生
社
会
論
Ⅱ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
90

共
生
社
会
論
Ⅲ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
93

共
生
行
動
論
Ⅰ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
94

共
生
行
動
論
Ⅱ

2
夏
（
集
中
）

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
97

共
生
教
育
論
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
06
98

共
生
教
育
論
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
01

国
際
協
力
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
02

国
際
協
力
学
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
05

多
文
化
共
生
学
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
06

多
文
化
共
生
学
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
09

地
域
創
生
論
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
10

地
域
創
生
論
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
13

コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
共
生
Ⅰ

2
春
～
夏

2
年
次
秋
学
期
以
降

01
07
14

コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
共
生
Ⅱ

2
秋
～
冬

2
年
次
秋
学
期
以
降

〈
Ｇ
30
科
目
〉

Z2
60
01

セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
教
育

【
平
成
30
年
度
不
開
講
】

（
英
名
：
Se

xu
al
ity
 a
nd

 E
du

ca
tio

n）
2

秋
～
冬

3
年
次
春
学
期
以
降

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
、
2
科
目

4
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

「
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
教
育
」
と
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
」
は
、
交
互
に
隔
年
開

講
す
る
。

Z2
60
02

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育

（
英
名
：
G
en

de
r a

nd
 E
du

ca
tio

n）
2

秋
～
冬

3
年
次
春
学
期
以
降

Z2
60
13

ア
ジ
ア
人
類
学
概
論

（
英
名
：
Is
su
es
 in

 A
si
an

 A
nt
hr
op

ol
og

y）
2

秋
～
冬

3
年
次
春
学
期
以
降

Z2
60
17

防
災
と
国
際
協
力

（英
名：

Dis
ast

er 
Pre

ven
tio

n a
nd 

Int
ern

ati
ona

l C
oop

era
tio

n）
2

春
～
夏

3
年
次
春
学
期
以
降

Z2
60
07

世
界
の
貧
困
と
開
発

（
英
名
：
Gl
ob
al
 P
ov
er
ty
 a
nd
 D
ev
el
op
m
en
t）

2
春
～
夏

3
年
次
春
学
期
以
降

Z2
60
24

高
齢
者
心
理
学

（
英
名
：
Ps

yc
ho

lo
gy
 o
f A

gi
ng

）
2

秋
～
冬

3
年
次
春
学
期
以
降

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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法
学
部
【
法
学
・
政
治
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

法
学
・
政
治
学

英
文

La
w
 a
nd

 P
ol
iti
cs

開
設

学
部

法
　
　
学
　
　
部

募
集

対
象

者
平
成
30
年
度
に
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の

2
年
次
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

24
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
、
24
単
位
以
上
修

得
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
外
国
語
学
科
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数

以
外
に
、本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
12
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の
学
部
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
登
録
し
た
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の
学
生
に
対
し
て
、
法
学
・
政
治
学
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
学
生
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
法
学
・
政
治
学
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

②
法
学
・
政
治
学
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
法
学
・
政
治
学
を
応
用
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
24
単
位
以
上
の
修
得
に
よ
っ
て
法
学
・
政
治
学
の
中
心
部
分
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
履
修
者
に
は
外
国
語
に
よ
る
法
学
の
学
習
機
会
も
提
供
す
る
。
学
習
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
学
ぶ
た
め
、〈

法
学
系
基
本
科
目
〉、
〈
国
際
法
系
科
目
〉、
〈
政
治
学
系
基
本
科
目
〉、
〈
外
国
語

に
よ
る
授
業
科
目
〉
な
ど
の
選
択
必
修
科
目
（
10
単
位
以
上
）
が
設
定
さ
れ
、
修
得
し
た
能
力
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、〈

法
学
系
〉、
〈
政
治
学
系
〉
な
ど
の
選
択
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

選
択
必
修
要
件
以
外
の
14
単
位
（
以
上
）
は
、
選
択
必
修
科
目
、
選
択
科
目
を
問
わ
ず
、
科
目
表

中
の
ど
の
科
目
の
履
修
に
よ
っ
て
も
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、〈

国
際
法
系
科
目
〉
と

〈
外
国
語
に
よ
る
授
業
科
目
〉
だ
け
で
24
単
位
以
上
を
と
っ
て
も
修
了
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。

履
修

資
格

・
条

件

現
代
世
界
の
喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
み
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
上
で
不
可
欠
な
、
法
学
・
政
治

学
の
専
門
的
な
知
識
の
中
核
と
な
る
部
分
を
獲
得
し
、
法
学
・
政
治
学
の
領
域
に
か
か
わ
る
外
国

語
能
力
を
高
め
る
よ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
学
生
を
歓
迎
す
る
。

募
集
人
員
は
若
干
名
。
履
修
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
入
学
以
降
の
成
績
（
G
PA

）
の
上
位
者
か

ら
順
に
履
修
の
許
可
を
与
え
る
。

前
提

知
識

の
目

安
法
学
・
政
治
学
に
関
す
る
大
学
初
等
レ
ベ
ル
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
法
学
部
教
務
係
へ
、
平
成
30
年

1
月

4
日
（
木
）

～
2
月

1
日
（
木
）
の
期
間
内
に
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月

5
日
（
月
）
ま
で
、
大
阪
大
学
の
成
績
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
の
用
紙
は
、
KO

AN
の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

法
学
部
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
14
5　

FA
X:
 0
6-
68
50
-5
08
9

Em
ai
l: 
ho

uk
yo
um

u@
la
w
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

〈
法
学
系
基
本
科
目
〉

左
記
の
〈
法
学
系
基
本
科
目
〉

〈
国
際
法
系
〉〈

政
治
学
系
基
本

科
目
〉〈

外
国
語
に
よ
る
授
業
科

目
〉
の
う
ち
か
ら
、
10
単
位
以
上

修
得
す
る
こ
と
。

02
60
01

法
学
の
基
礎

2
春
～
夏

1
年
次
以
降

02
60
03

憲
法
入
門

2
秋
～
冬

1
年
次
以
降

02
02
08

憲
法

1
4

春
～
夏

2
年
次
以
降

02
02
09

憲
法

2
4

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
02
10

行
政
法

1
2

春
～
夏

2
年
次
以
降

02
02
11

行
政
法

2
2

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
60
02

民
法
入
門

2
秋
～
冬

1
年
次
以
降

02
02
22

民
法

1
4

春
～
夏

2
年
次
以
降

02
02
23

民
法

2
4

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
02
24

民
法

3
4

春
～
夏

3
年
次
以
降

〈
国
際
法
系
〉

02
02
20

国
際
法

1
2

春
～
夏

2
年
次
以
降

02
02
21

国
際
法

2
2

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
03
01

国
際
法

3
2

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
00
47

国
際
経
済
法

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
03
02

国
際
取
引
法

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

〈
政
治
学
系
基
本
科
目
〉

02
60
04

政
治
学
の
基
礎

2
春
～
夏

1
年
次
以
降

02
60
05

国
際
関
係
論
入
門

2
秋
～
冬

1
年
次
以
降

02
00
63

政
治
学
原
論

4
秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
02
34

西
洋
政
治
思
想
史

4
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
00
69

日
本
政
治
史

4
春
～
夏

2
年
次
以
降

02
03
09

ア
ジ
ア
政
治
史

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

〈
外
国
語
に
よ
る
授
業
科
目
〉

02
02
92

特
別
講
義
（
To

pi
cs
 in

 C
om

pa
ra
tiv
e 
La

w
）

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
91

特
別
講
義
（
To

pi
cs
 in

 J
ap

an
es
e 
La

w
）

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
06
63

特
別
講
義
（
To

pi
cs
 in

 C
om

pa
ra
tiv
e 
La

w
）

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
06
64

特
別
講
義
（
To

pi
cs
 in

 J
ap

an
es
e 
La

w
）

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
06
43

Sp
eci

al 
Lec

tur
e: 

Fo
cal

 Po
int

s o
f P

ubl
ic 

Law
 an

d P
riva

te 
Law

 in
 Ja

pan
2

（
未
定
）

3
年
次
以
降

〈
法
学
系
〉

02
02
12

行
政
法

3
2

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
13

行
政
法

4
2

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
18

刑
法

1
4

春
～
夏

2
年
次
以
降

02
02
19

刑
法

2
4

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
00
21

刑
事
訴
訟
法

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
02
25

民
法

4
2

秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
02
26

商
法

1
2

秋
～
冬

2
年
次
以
降

02
02
27

商
法

2
4

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
28

商
法

3
2

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
03
20

民
事
訴
訟
法

1
2

春
～
夏

3
年
次
以
降

02
03
21

民
事
訴
訟
法

2
2

秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
00
32

経
済
法

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
01
11

労
働
法

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
02
57

社
会
保
障
法

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
31

国
際
私
法

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
63
01

国
際
環
境
法

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
63
02

国
際
人
権
法

2
（
未
定
）

3
年
次
以
降

02
02
58

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
03
23

中
国
法

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
00
96

日
本
の
法
制
度

2
春
～
夏

1
年
次
以
降

留
学
生
対
象
・

大
学
院
同
時
開
講

〈
政
治
学
系
〉

02
00
64

政
治
過
程
論

4
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
35

日
本
政
治
思
想
史

4
（
不
開
講
）

3
年
次
以
降

02
00
68

西
洋
政
治
史

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
00
70

国
際
政
治
学

4
（
未
定
）

3
年
次
以
降

02
00
71

外
交
史

4
（
未
定
）

3
年
次
以
降

02
00
73

行
政
学

4
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
02
36

地
方
行
政
論

2
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
02
37

比
較
政
治

4
秋
～
冬

3
年
次
以
降

02
64
01

外
交
政
策
論

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
64
02

安
全
保
障
政
策
論

2
（
不
開
講
）

3
年
次
以
降

02
64
03

平
和
学

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
64
04

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
64
05

国
際
行
動
論

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

02
64
06

国
際
機
構
論

2
春
～
夏

3
年
次
以
降

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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経
済
学
部
【
経
済
学
・
経
営
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

経
済
学
・
経
営
学

英
文

Ec
on

om
ic
s 
an

d 
Bu

si
ne

ss
 A
dm

in
is
tra

tio
n

開
設

学
部

経
　
済
　
学
　
部

募
集

対
象

者
平
成
30
年
度
に
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の

2
年
次
に
在
籍
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

24
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
24
単
位
以
上
修
得

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
外
国
語
学
部
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以

外
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
12
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の
学
部
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
の
学
生
に
対
し
て
、
経
済
学
・
経
営
学
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
経
済
学
・
経
営
学
の
基
礎
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

②
経
済
学
・
経
営
学
の
理
論
を
現
実
の
経
済
・
経
営
問
題
に
応
用
で
き
る
。

③
現
実
の
経
済
・
経
営
問
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
全
学
共
通
教
育

科
目
・
専
門
基
礎
教
育
科
目
の
「
経
済
学

A」
お
よ
び
「
経
済
学

B」
の
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
専
門
教
育
科
目
か
ら
24
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
そ
の
際

に
は
、
経
済
学
部
の
正
規
学
生
と
同
様
に
、
基
礎
的
な
科
目
群
（「

マ
ク
ロ
経
済
」「

ミ
ク
ロ
経
済
」

「
経
済
史
」「

経
営
計
算
シ
ス
テ
ム
」「

統
計
」）

か
ら

3
科
目
12
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
を
必
修
と

す
る
。（

選
択
必
修
科
目
）。

こ
れ
に
よ
り
、
経
済
学
・
経
営
学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
身
に
付
け

る
。
加
え
て
、
そ
の
他
の
関
連
科
目
（
選
択
科
目
）
か
ら
12
単
位
、
合
計
24
単
位
以
上
を
履
修
す

る
こ
と
で
、
応
用
力
も
涵
養
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

履
修

資
格

・
条

件
募
集
人
員
は
若
干
名
と
す
る
。
履
修
申
請
書
（
志
望
理
由
）
及
び
成
績
等
の
審
査
の
結
果
を
総
合

し
て
選
考
し
、
履
修
者
を
決
定
す
る
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接
を
課
す
こ
と
も
あ
る
。
選

考
面
接
の
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
連
絡
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
全
学
共
通
教
育
科
目
・
専
門
基
礎
教
育
科
目
の
「
経
済
学

A」
お
よ
び
「
経
済
学

B」
の
知
識
を

前
提
と
す
る
。
ま
た
、
全
学
共
通
教
育
科
目
・
専
門
基
礎
教
育
科
目
の
「
数
学

A」
お
よ
び
「
数

学
B」

を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
経
済
学
部
教
務
係
へ
、
平
成
30
年

1
月

4
日
（
木
）

～
2
月

1
日
（
木
）
の
期
間
内
に
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月

5
日
（
月
）
ま
で
に
大
阪
大
学
の
成
績
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
の
用
紙
は
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

経
済
学
部
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
20
4　

FA
X:
 0
6-
68
50
-5
21
2

Em
ai
l: 
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m
u@
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◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

〈
選
択
必
修
科
目
〉

03
01
01

マ
ク
ロ
経
済

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

左
記
の
授
業
科
目
の
う
ち

か
ら
、

3
科
目
12
単
位
以

上
修
得
す
る
こ
と
。

03
01
02

ミ
ク
ロ
経
済

4
秋
～
冬

1
、
2
、
3
、
4
年

03
01
03

経
済
史

4
秋
～
冬

1
、
2
、
3
、
4
年

03
01
04

経
営
計
算
シ
ス
テ
ム

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
01
05

統
計

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

〈
選
択
科
目
〉

03
02
01

財
政

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
02

金
融

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
03

国
際
貿
易

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
04

国
際
金
融

4
集
中（

8月
・
9月

）
2
、
3
、
4
年

03
02
05

労
働
経
済

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
06

応
用
ミ
ク
ロ
経
済

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
07

現
代
日
本
経
済

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
08

経
済
発
展

4
未
定

2
、
3
、
4
年

03
02
09

公
共
経
済

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
10

エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
11

日
本
経
済
史

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
12

西
洋
経
済
史

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
23

経
営
管
理

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
24

組
織
論

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
71

財
務
会
計

1
2

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
72

財
務
会
計

2
2

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
15

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
25

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

1
2

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
26

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

2
2

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
73

経
営
科
学
基
礎

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
74

応
用
経
営
科
学

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
27

生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
28

現
代
生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
32

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

2
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
33

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
29

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム

4
秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
02
21

経
営
史

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

03
02
22

日
本
経
営
史

4
春
～
夏

2
、
3
、
4
年

各
論

2
又
は

4
春
～
夏

ま
た
は

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

03
03
01

経
済
思
想

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
02

経
済
学
説
史

4
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
03

公
共
政
策

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
04

数
理
経
済

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
07

事
業
創
造
論

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
08

戦
略
論

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
06

管
理
会
計

4
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
18

企
業
経
済
学

1
2

春
～
夏

3
、
4
年

03
03
19

企
業
経
済
学

2
2

春
～
夏

3
、
4
年

03
03
20

経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

2
未
定

3
、
4
年

03
03
30

上
級
マ
ク
ロ
経
済
Ｉ

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
31

上
級
マ
ク
ロ
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
32

上
級
ミ
ク
ロ
経
済
Ｉ

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
33

上
級
ミ
ク
ロ
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
34

上
級
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
Ｉ

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
35

上
級
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
Ⅱ

2
秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
09

上
級
統
計

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
10

デ
ー
タ
解
析
論

2
春
～
夏

3
、
4
年

03
03
38

商
法

1
2

秋
～
冬

3
、
4
年

03
03
39

経
済
法

2
春
～
夏

3
、
4
年

特
殊
講
義

2
又
は

4
春
～
夏

ま
た
は

秋
～
冬

3
、
4
年

研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
ゼ
ミ
）

4
春
～
冬

3
、
4
年

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
選
択
必
修

1
以
外
の
開
講
学
期
に
つ
い
て
は
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
�「
各
論
」
及
び
「
特
殊
講
義
」
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
副
題
を
付
し
て
開
講
し
、
副
題
を
異
に
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
所
定
の
単
位
を
付
与
し

ま
す
。
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外
国
語
学
部
【
英
語
・
英
米
文
化
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

英
語
・
英
米
文
化
学

英
文

En
gl
is
h 
an

d 
An

gl
o-
Am

er
ic
an

 C
ul
tu
re

開
設

学
部

外
国

語
学

部
募

集
対

象
者

平
成
30
年
度
に
文
学
部
、人

間
科
学
部
、法

学
部
、経

済
学
部
の

2
、
3
年
次
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

24
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
24
単
位
以
上
修
得

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
所
属
学
部
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以
外

に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
12
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
時
の

1
月
末
ま
で
に
、
TO

EF
L（

PA
PE

R）
58
0点

以
上
な
い
し
別
に
定
め
る
（
別
表
）
外
部
検
定
試
験
の
ス
コ
ア
を
提
出
す
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の

学
部
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
文
学
部
・
人

間
科
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
の
学
生
に
対
し
て
、
英
語
・
英
米
文
化
学
に
関
す
る
専
門
教
育

科
目
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
読
み
、
書
き
、
聞
き
、
話
す
国

際
的
な
場
面
で
通
用
す
る
総
合
的
な
高
い
英
語
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
英
語
圏
の
言
語
、
政

治
、
経
済
、
社
会
、
歴
史
、
思
想
に
通
暁
し
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
�英
語
の
四
技
能
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
に
関

し
て
、
別
表
に
あ
る
所
定
の
外
部
検
定
試
験
ス
コ
ア
相
当
の
高
い
運
用
能
力
を
有
す
る
。

②
�英
語
圏
の
言
語
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
歴
史
、
思
想
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
英
語
で

関
連
テ
ー
マ
に
つ
い
て
高
度
な
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
語
学
部
が
開
講
す
る
授
業
科
目
の
内
、
兼
修
語
学
の
英
語
の
中
級
科
目

（
1
単
位
の
実
習
）、

上
級
科
目
（

2
単
位
の
演
習
）
お
よ
び
学
部
共
通
科
目
の
英
語
科
目
（

2
単

位
の
演
習
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

履
修

資
格

・
条

件

各
自
の
専
門
分
野
の
み
な
ら
ず
、
英
語
を
修
得
し
て
将
来
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
に
意
欲
を

持
つ
学
生
を
歓
迎
す
る
。
募
集
人
員
は
各
学
部
若
干
名
で
、
履
修
申
請
書
（
志
望
理
由
）
お
よ
び

成
績
な
ど
の
審
査
の
結
果
を
総
合
し
て
選
考
し
、
履
修
者
を
決
定
す
る
。
応
募
者
に
は
必
要
に
応

じ
て
面
接
を
課
す
こ
と
が
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
科
目
の
履
修
の
際
に
は
、
別
表
を
参
照
し
、
所

定
の
い
ず
れ
か
の
外
部
検
定
試
験
の
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
基
準
を
満
た
す
ス
コ
ア
の
写
し
（
画
像
）

を
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
有
効
取
得
日
、
提
出
期
限
に
注
意
の
う
え
、
遺
漏
の
な

い
よ
う
手
続
き
を
す
る
こ
と
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
の
外
部

検
定
試
験
の
ス
コ
ア
提
出
は
不
要
と
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
登
録
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
科

目
履
修
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
ス
コ
ア
の
提
出
が
困
難
な
者
に
つ
い
て
は
、
別
途
設
置
さ
れ
た

準
備
コ
ー
ス
（
課
外
補
習
ク
ラ
ス
）
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
開
始
年
度
の

秋
～
冬
学
期
以
降
の
科
目
履
修
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
平
成
30
年

1
月

4
日
（
木
）
～

2
月

1
日
（
木
）

の
期
間
内
に
、
M
LE

担
当
者
（
外
国
語
学
部
箕
面
事
務
室
ま
た
は
豊
中
分
室
）
へ
「
学
部
プ
ロ
グ

ラ
ム
履
修
申
請
書
」
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
、
所
属
学
部
の
教
務
係

に
大
阪
大
学
の
「
成
績
証
明
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
。「

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
」
の
用
紙

は
、
KO

AN
の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

TE
L:
 0
72
-7
30
-5
06
2　

FA
X:
 0
72
-7
30
-5
05
7

Em
ai
l: 
m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

10
12
55

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｉ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
65

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｉ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
38

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ｈ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
39

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ｈ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
90

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｊ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
99

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｊ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
93

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｆ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
02

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｆ
）（

豊
中
開
講
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
59

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｇ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
69

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｇ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
40

英
文
学
Ⅱ
ａ
（
Ｅ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
41

英
文
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｅ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
71

英
米
文
化
Ⅳ
ｂ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
66

英
米
文
化
Ⅳ
ａ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
54

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
96

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｉ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
60

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
05

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｉ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
94

英
語
作
文
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
99

英
語
作
文
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）（

豊
中
開
講
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
32

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ａ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
34

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｃ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
35

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｄ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
36

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｅ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
37

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｆ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
38

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｇ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
41

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ａ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
45

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｅ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
42

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｂ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
43

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｃ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
44

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｄ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
46

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｆ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
47

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｇ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
48

英
語
（
語
学
）
ｂ
（
Ｈ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
33

英
語
（
語
学
）
ａ
（
Ｂ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
58

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ａ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
56

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ｇ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
52

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ｃ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
54

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ｅ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
57

英
語
（
文
学
）
ａ
（
Ｆ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
68

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ａ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
62

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ｃ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
64

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ｅ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
67

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ｆ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
66

英
語
（
文
学
）
ｂ
（
Ｇ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
71

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｂ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
72

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｃ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
74

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｅ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
75

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｆ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
76

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｇ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
77

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｈ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
78

英
語
（
文
化
）
ａ
（
Ｉ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
80

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｂ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
81

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｃ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
83

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｅ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
84

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｆ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
85

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｇ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
86

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｈ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
87

英
語
（
文
化
）
ｂ
（
Ｉ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
89

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｂ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
91

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｄ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
92

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｅ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
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時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

10
13
04

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｈ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
00

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｄ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
94

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｇ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
95

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ａ
（
Ｈ
）

1.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
98

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｂ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
01

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｅ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
03

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
ｂ
（
Ｇ
）

1.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
23

英
文
学
Ⅰ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
08

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
06

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
07

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
01

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
49

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｅ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
15

英
語
学
Ⅰ
ａ
（
Ｆ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
11

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
09

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
02

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
10

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
40

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｅ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
16

英
語
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｆ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
12

英
語
学
Ⅱ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
14

英
語
学
Ⅱ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
13

英
語
学
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
15

英
語
学
Ⅱ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
16

英
語
学
Ⅱ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
18

英
語
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
19

英
語
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
96

英
語
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｅ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
17

英
語
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
22

英
文
学
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
20

英
文
学
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
24

英
文
学
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
26

英
文
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
27

英
文
学
Ⅰ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
28

英
文
学
Ⅱ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
29

英
文
学
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
30

英
文
学
Ⅱ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
92

英
文
学
Ⅱ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
31

英
文
学
Ⅱ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
33

英
文
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
97

英
文
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
32

英
文
学
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
73

英
米
文
化
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
70

英
米
文
化
Ⅱ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
37

英
米
文
化
Ⅰ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
34

英
米
文
化
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
35

英
米
文
化
Ⅰ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
36

英
米
文
化
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
82

英
米
文
化
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
42

英
米
文
化
Ⅱ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
43

英
米
文
化
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
46

英
米
文
化
Ⅲ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
45

英
米
文
化
Ⅱ
ａ
（
Ｅ
）

2.
0

集
中

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
88

英
米
文
化
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
47

英
米
文
化
Ⅲ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
79

英
米
文
化
Ⅱ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
93

英
米
文
化
Ⅲ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
53

英
米
文
化
Ⅲ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
98

英
米
文
化
Ⅲ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
61

英
米
文
化
Ⅲ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
48

英
米
文
化
Ⅳ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
12
51

英
米
文
化
Ⅳ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

10
12
63

英
米
文
化
Ⅳ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
50

英
米
文
化
Ⅴ
ａ

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
53

英
米
文
化
Ⅵ
ｂ

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
49

英
米
文
化
Ⅳ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
52

英
米
文
化
Ⅵ
ａ

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
44

英
米
文
化
Ⅱ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
51

英
米
文
化
Ⅴ
ｂ

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②
【
注
】

10
13
55

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
56

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
57

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
58

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｅ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
59

英
語
会
話
Ⅰ
ａ
（
Ｆ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
61

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
65

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｆ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
62

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
68

英
語
会
話
Ⅱ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
63

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
64

英
語
会
話
Ⅰ
ｂ
（
Ｅ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
67

英
語
会
話
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
69

英
語
会
話
Ⅱ
ａ
（
Ｄ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
70

英
語
会
話
Ⅱ
ａ
（
Ｅ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
50

英
語
会
話
Ⅱ
ａ
（
Ｇ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
74

英
語
会
話
Ⅱ
ｂ
（
Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
75

英
語
会
話
Ⅱ
ｂ
（
Ｅ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
12
60

英
語
会
話
Ⅱ
ｂ
（
Ｇ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
72

英
語
会
話
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
73

英
語
会
話
Ⅱ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
78

英
語
作
文
Ⅱ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
03

英
語
作
文
Ⅰ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
77

英
語
作
文
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
04

英
語
作
文
Ⅰ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
95

英
語
作
文
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
76

英
語
作
文
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
21

英
語
作
文
Ⅱ
ａ
（
Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
25

英
語
作
文
Ⅱ
ｂ
（
Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
13
79

英
語
作
文
Ⅱ
ｂ
（
Ａ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
14
00

英
語
作
文
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
11

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
13

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
14

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｂ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
18

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｅ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
16

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｇ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
17

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｈ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
19
33

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ｃ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
19

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ｄ
）

2.
0

集
中

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
12

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
15

A
ca

de
m
ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e（

Ｆ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
19
32

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ａ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
20

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ｅ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
21

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ｆ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
22

A
ca

de
m
ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e（

Ｇ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
23

W
or
ld
 E
ng

lis
h 
S
em

in
ar（

Ｃ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
24

W
or
ld
 E
ng

lis
h 
S
em

in
ar（

Ｄ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
27

W
or
ld
 E
ng

lis
h 
S
em

in
ar（

Ｅ
）

2.
0

春
～
夏

2
、
3
、
4
年

①
②

10
18
28

W
or
ld
 E
ng

lis
h 
S
em

in
ar（

Ｆ
）

2.
0

秋
～
冬

2
、
3
、
4
年

①
②

※
�構
成
科
目
の
履
修
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
ス
コ
ア
の
提
出
が
困
難
な
場
合
は
、
課
外
補
習
ク
ラ
ス
と
し
て
開
講
さ
れ
る
秋
～
冬
学
期
以
降
の
「
英
語
・
英

米
文
化
学
準
備
コ
ー
ス
」
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
開
始
年
度
の
科
目
履
修
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
同
一
科
目
の
重
複
履
修
は
可
能
で
す
。（

た
だ
し
、
担
当
教
員
に
内
容
を
確
認
し
許
可
を
得
る
こ
と
。）

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※「
豊
中
開
講
」
と
記
載
し
て
い
る
科
目
以
外
は
箕
面
で
開
講
す
る
予
定
で
す
。

【
注
】「

英
語
（
文
化
）」

お
よ
び
「
英
米
文
化
」
の
各
科
目
で
は
、
英
語
圏
の
言
語
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
歴
史
、
思
想
に
関
連
す
る
内
容
が
扱
わ
れ
ま
す
。
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別
表
：
英
語
・
英
米
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
20
18
年
度
検
定
試
験
ス
コ
ア
の
提
出
に
つ
い
て

「
英
語
・
英
米
文
化
学
構
成
科
目
」
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
検
定
試
験
の
い
ず
れ
か
を
受
検
し
、
基
準
を
満
た
す
ス
コ
ア
の
写
し
（
画
像
）
を
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
有
効
取
得
日
、
提
出
期
限
に
注
意
の
う
え
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

履
修
・
修
得
科
目

各
種
要
件
等

プロ
グラ

ム修
了要

件
有
効
取
得
日

提
出
期
限

・
英
語
（
語
学
・
文
学
・
文
化
・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
a

20
18
年
度

春
～
夏
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

4
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年

4
月
13
日
㈮

・
英
語
（
語
学
・
文
学
・
文
化
・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
b

20
18
年
度
　

秋
～
冬
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

10
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年
10
月
15
日
㈪

20
18
年
度

秋
～
冬
学
期

単
位
修
得
要
件

入
学
以
後
で
、
な
お
か
つ

20
17
年
4
月
1
日
以
降

単
位
修
得
年
度
の

1
月
末
日

20
19
年

1
月
31
日
㈭

・（
英
語
学
・
英
文
学
・
英
語
会
話
・
英
語
作
文
）
Ⅰ

a
・（

英
語
学
・
英
文
学
・
英
語
会
話
・
英
語
作
文
）
Ⅱ

a
・
英
米
文
化
（
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
）
a

20
18
年
度

春
～
夏
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

4
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年

4
月
13
日
㈮

・（
英
語
学
・
英
文
学
・
英
語
会
話
・
英
語
作
文
）
Ⅰ

b
・（

英
語
学
・
英
文
学
・
英
語
会
話
・
英
語
作
文
）
Ⅱ

b
・
英
米
文
化
（
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
）
b

20
18
年
度

秋
～
冬
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

10
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年
10
月
15
日
㈪

20
18
年
度

秋
～
冬
学
期

単
位
修
得
の
目
安

入
学
以
後
で
、
な
お
か
つ

20
17
年
4
月
1
日
以
降

単
位
修
得
年
度
の

1
月
末
日

20
19
年

1
月
31
日
㈭

・
Ac

ad
em

ic
 W

rit
in
g 
C
ou

rs
e 
a/
b

・
Ac

ad
em

ic
 P
re
se
nt
at
io
n 
C
ou

rs
e 
a/
b

・
W
or
ld
 E
ng

lis
h 
Se

m
in
ar
 a
/b

20
18
年
度

春
～
夏
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

4
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年

4
月
13
日
㈮

20
18
年
度

秋
～
冬
学
期

履
修
登
録
要
件

入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の

10
月
の
履
修
申
請
時
に
メ
ー
ル
添
付

最
終
期
限
：
20
18
年
10
月
15
日
㈪

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
要
件

入
学
以
後
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
年
度
の
前
年
度

ま
た
は
当
該
年
度
に
取
得
し
た
も
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
年
度
の

1
月
末
日

試 験 種 類

実
用
英
語
技
能
検
定

準
1
級
以
上

準
1
級
以
上

準
1
級
以
上

ー
※
基
準
を
満
た
す
有
効
取
得
日
内
の
ス
コ
ア
を
過
去
に
提
出
済
み
の
場
合
は
、
再
度
の
提
出
は
不
要
で
す
。

※
�実
用
英
語
技
能
検
定
は
更
新
制
で
は
な
い
た
め
、
入
学
以
後
に
取
得
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
特
に
有
効

期
限
を
定
め
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

※
学
内
で
実
施
さ
れ
る
団
体
試
験
（
TO

EI
C
-IP

、
TO

EF
L-
IT
P）

の
ス
コ
ア
も
有
効
と
し
ま
す
。

※
�「（
英
語
学
・
英
文
学
・
英
米
文
化
・
英
語
会
話
・
英
語
作
文
）
Ⅰ

b・
Ⅱ

b」
の
単
位
修
得
要
件
中
に

提
示
し
た
点
数
は
あ
く
ま
で
目
安
（
単
位
修
得
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
点
数
、
目
標
と
す
べ
き
点
数
）

で
あ
り
、
基
準
点
（
必
要
条
件
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
提
出
さ
れ
た
ス
コ
ア
を
参
考
に
し
た
う
え

で
成
績
評
価
が
な
さ
れ
ま
す
。

TO
EI
C（

L&
R）

58
0点

以
上

63
0点

以
上

73
0点

以
上

82
0点

以
上

TO
EF

L（
PA

PE
R）

50
0点

以
上

52
0点

以
上

55
0点

以
上

58
0点

以
上

TO
EF

L（
iB
T）

61
点
以
上

68
点
以
上

82
点
以
上

92
点
以
上

IE
LT

S
5.
0以

上
5.
5以

上
6.
0以

上
6.
5以

上

【
提
出
方
法
】

　〈
履
修
申
請
時
〉

　
　
　
科
目
履
修
申
請
時
に
ス
コ
ア
を
証
明
す
る
箇
所
（
検
定
試
験
の
種
類
、
受
検
年
月
日
、
氏
名
、
ス
コ
ア
が
印
字
さ
れ
て
い
る
部
分
）
の
画
像
を
、
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
履
修
科
目
と
と
も
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（

送
付
先
ア
ド
レ
ス
〈
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
M
LE

）〉
：
m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
:/
/w

w
w
.m
le
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

　〈
単
位
修
得
時
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
時
〉

　
　
　
表
中
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
ス
コ
ア
を
証
明
す
る
箇
所
（
検
定
試
験
の
種
類
、
受
検
年
月
日
、
氏
名
、
ス
コ
ア
が
印
字
さ
れ
て
い
る
部
分
）
の
画
像
を
、
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（

送
付
先
ア
ド
レ
ス
〈
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
M
LE

）〉
：
m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
:/
/w

w
w
.m
le
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。
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外
国
語
学
部
【
ス
ペ
イ
ン
語
・
ス
ペ
イ
ン
文
化
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

ス
ペ
イ
ン
語
・
ス
ペ
イ
ン
文
化
学

英
文

Sp
an

is
h 
an

d 
Sp

an
is
h 
C
ul
tu
re

開
設

学
部

外
国

語
学

部
募

集
対

象
者

平
成
30
年
度
に
文
学
部
、人

間
科
学
部
、法

学
部
、経

済
学
部
の

2
、
3
年
次
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

12
単
位
以
上

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
を
所
定
の
履
修
方
法
に
従
っ
て
12
単
位
以
上
修
得

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
所
属
学
部
の
卒
業
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以
外

に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を

6
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文

学
部
と
人
間
科
学
部
に
お
い
て
第

2
外
国
語
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
初
級
の
単

位
を
修
得
し
た
者
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
初
級
を
免
除
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
中
級

4
単
位
と
講
義

6
単
位
以
上
の
修
得
で
修
了
と
み
な
す
。

趣
旨

・
概

要

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の

学
部
学
生
向
け
の
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
文
学
部
・
人
間
科
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
の
学
生
に
対
し
て
、
ス
ペ

イ
ン
語
・
ス
ペ
イ
ン
文
化
学
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
よ
り
高
い
運
用
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
研

究
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
も
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
�ス
ペ
イ
ン
語
の
運
用
能
力
に
関
し
て
、
中
級
レ
ベ
ル
（
C
EF

R/
A
2
も
し
く
は

B
1
相
当
）
の

能
力
を
有
す
る
。

②
�ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
言
語
、
文
学
、
歴
史
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
を
幅
広
く
身
に
つ
け
、
異

文
化
を
正
し
く
理
解
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
語
学
部
が
開
講
す
る
授
業
科
目
の
内
、
兼
修
語
学
の
ス
ペ
イ
ン
語
初
級

お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
中
級
（

1
単
位
の
実
習
科
目
）、

お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
の
専
攻
科
目
の
内
、

概
論
に
該
当
す
る
講
義
科
目
（

2
単
位
の
講
義
科
目
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

履
修

資
格

・
条

件
各
自
の
専
門
分
野
の
み
な
ら
ず
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
修
得
し
て
将
来
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
に

意
欲
を
持
つ
学
生
を
歓
迎
す
る
。
募
集
人
員
は
各
学
部
若
干
名
で
、
履
修
申
請
書
（
志
望
理
由
）
お

よ
び
成
績
な
ど
の
審
査
の
結
果
を
総
合
し
て
選
考
し
、
履
修
者
を
決
定
す
る
。
応
募
者
に
は
必
要

に
応
じ
て
面
接
を
課
す
こ
と
が
あ
る
。

前
提

知
識

の
目

安
特
に
な
し

履
修

申
請

本
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
希
望
す
る
者
は
、
平
成
30
年

1
月

4
日
（
木
）
～

2
月

1
日
（
木
）

の
期
間
内
に
、
M
LE

担
当
者
（
外
国
語
学
部
実
の
事
務
室
ま
た
は
豊
中
分
室
）
へ
「
学
部
プ
ロ
グ

ラ
ム
履
修
申
請
書
」
を
提
出
の
上
、
平
成
30
年

3
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
、
所
属
学
部
の
教
務
係

に
大
阪
大
学
の
「
成
績
証
明
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
。「

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
」
の
用
紙

は
、
KO

AN
の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者

TE
L:
 0
72
-7
30
-5
06
2　

FA
X:
 0
72
-7
30
-5
05
7

Em
ai
l: 
m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

配
当
学
年

備
考

必
修

選
必

選
択

10
16
48

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

文
学
部
・
人
間
科
学
部
で

第
2
外
国
語
と
し
て
ス
ペ

イ
ン
語
初
級
の
単
位
を
修

得
し
て
い
る
者
に
は
免
除

10
16
54

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ａ
）（

豊
中
開
講
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
43

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ｂ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

10
16
49

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ｂ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
45

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ｃ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

10
16
51

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ｃ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
44

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ｄ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

10
16
50

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ｄ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
46

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ｅ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

10
16
52

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ｅ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
47

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ａ
（
Ｆ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

10
16
53

ス
ペ
イ
ン
語
初
級
ｂ
（
Ｆ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

10
16
33

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ａ
（
Ａ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
36

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ｂ
（
Ａ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
16
34

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ａ
（
Ｂ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
37

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ｂ
（
Ｂ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
16
35

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ａ
（
Ｃ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
38

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
ｂ
（
Ｃ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
16
40

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅱ
ａ
（
Ａ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
42

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅱ
ｂ
（
Ａ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
16
40

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅱ
ａ
（
Ｂ
）

1
春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
42

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅱ
ｂ
（
Ｂ
）

1
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
15
99

ス
ペ
イ
ン
歴
史
・
文
化
概
論

a
2

春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
00

ス
ペ
イ
ン
歴
史
・
文
化
概
論

b
2

秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

10
16
01

ス
ペ
イ
ン
語
学
概
論

a
2

春
～
夏

2
、
3
、
4

①
②

10
16
02

ス
ペ
イ
ン
文
学
概
論

2
秋
～
冬

2
、
3
、
4

①
②

※
�ス
ペ
イ
ン
語
中
級
を
履
修
す
る
に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ペ
イ
ン
語
初
級
（

2
単
位
）
か
第

2
外
国
語
と
し
て
ス
ペ
イ
ン

語
初
級
（

2
単
位
）
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
ス
ペ
イ
ン
語
初
級
と
ス
ペ
イ
ン
語
中
級
は
春
～
夏
学
期
と
秋
～
冬
学
期
で
同
じ
ク
ラ
ス
を
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅰ
と
Ⅱ
は
ど
ち
ら
か
ら
履
修
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。（

ス
ペ
イ
ン
語
中
級
Ⅱ
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の
授
業
で
す
。）

※「
豊
中
開
講
」
と
記
載
し
て
い
る
科
目
以
外
は
箕
面
で
開
講
す
る
予
定
で
す
。

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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平成30年度　マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）大学院プログラム紹介

MLE大学院プログラム一覧

プログラム名称 開設部局 募集対象者
※大学院学生（科目等履修生・特別聴講学生を除く）

掲載頁

1
人文学
（グローバル・アジア・
スタディーズ）

文 学 研 究 科

1．MLE学部プログラムの「人文学（グローバ
ル・アジア・スタディーズ）」を修了した学生
で平成30年 4 月に言語文化研究科の博士前期
課程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で、特
に希望するもの

34

2
人文学
（グローバル・ユーロ・
スタディーズ）

1．MLE学部プログラムの「人文学（グローバ
ル・ユーロ・スタディーズ）」を修了した学生
で平成30年 4 月に言語文化研究科の博士前期
課程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で特に
希望するもの

35

3 人間科学
（共生の生態） 人間科学研究科

1．MLE学部プログラムの「人間科学（共生の
生態）」を修了した学生で平成30年 4 月に言語
文化研究科の博士前期課程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で特に
希望するもの

36

4 法学・政治学 法 学 研 究 科

1．MLE学部プログラムの「法学・政治学」を
修了した学生で平成30年 4 月に言語文化研究
科の博士前期課程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で、特
に希望するもの

37

5 経済学・経営学 経済学研究科

1．MLE学部プログラムの「経済学・経営学」
を修了した学生で平成30年 4 月に言語文化研
究科の博士前期課程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で特に
希望するもの

38
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プログラム名称 開設部局 募集対象者
※大学院学生（科目等履修生・特別聴講学生を除く）

掲載頁

6 国際公共政策学 国際公共政策
研 究 科

1．MLE学部プログラムの「法学・政治学」も
しくは「経済学・経営学」を修了した学生で
平成30年 4 月に言語文化研究科の博士前期課
程に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月（又は10月
入学の者は平成29年10月）に言語文化研究科
の博士前期課程に入学する（した）者で、特
に希望するもの

40

7 言語文化学
（24専攻言語）

言語文化研究科
・

言語社会専攻

1．
・MLE学部プログラムの「人文学（グローバ
ル・アジア・スタディーズ）」もしくは「人文
学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）」を
修了した学生で平成30年 4 月に文学研究科の
修士もしくは博士前期課程に入学する者

・MLE学部プログラムの「人間科学（共生の生
態）」を修了した学生で平成30年 4 月に人間科
学研究科の博士前期課程に入学する者

・MLE学部プログラムの「法学・政治学」を修
了した学生で平成30年 4 月に法学研究科もし
くは国際公共政策研究科の博士前期課程に入
学する者

・MLE学部プログラムの「経済学・経営学」を
修了した学生で平成30年 4 月に経済学研究科
もしくは国際公共政策研究科の博士前期課程
に入学する者

2．上記 1以外の者で平成30年 4 月に文学、人
間科学、法学、経済学および国際公共政策研
究科の修士もしくは博士前期課程に入学する
者で特に希望するもの

41

※MLE学部プログラム修了生は選考なし。それ以外の者は、選考の上履修生を決定する。
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文
学
研
究
科
【
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）

英
文

H
um

an
iti
es
（
G
lo
ba

l A
si
an

 S
tu
di
es
）

開
設

研
究

科
文

学
研

究
科

募
集

対
象

者
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の

大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対
し

て
、
ア
ジ
ア
の
古
代
〜
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
関
わ
る
思
想
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
な
ど
の
人

文
学
の
基
礎
知
識
、
理
論
、
方
法
論
を
学
ぶ
た
め
の
授
業
を
提
供
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修

を
通
じ
て
、
幅
広
い
人
文
学
的
教
養
と
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

①
ア
ジ
ア
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
全
般
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

②
ア
ジ
ア
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
を
研
究
す
る
た
め
の
方
法
を
習
得
し
て
い
る
。

③
ア
ジ
ア
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
の
個
別
主
題
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

④
ア
ジ
ア
諸
言
語
の
高
度
な
運
用
能
力
を
習
得
し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

・
�「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」「

世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
史
」「

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
」「

広
域
ア
ジ
ア
史
」「

ア
ジ
ア
の
思
想
史
」「

ア
ジ
ア
の
芸
術
史
」「

ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
」「

中
国
語
圏

文
学
」「

中
国
の
文
化
と
社
会
」
の
科
目
群
を
設
け
、
科
目
群
ご
と
に

1
〜

5
の
科
目
を
配
置
す
る
。

・
�豊
富
な
選
択
肢
の
な
か
か
ら
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
た
め
、
履
修
者
の
関
心
に
応

じ
て
、
一
般
性
（
地
域
横
断
的
な
知
と
分
野
横
断
的
な
知
）（

上
記
①
に
対
応
）、

専
門
性
（
上

記
③
に
対
応
）
の
い
ず
れ
に
も
焦
点
化
が
可
能
で
あ
る
。

・
�高
度
な
外
国
語
運
用
能
力
の
養
成
の
た
め
、
文
献
講
読
も
開
講
す
る
（
上
記
④
に
対
応
）。

・
�上
記
②
に
つ
い
て
は
、
各
科
目
群
の
基
礎
的
な
科
目
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）」

を
修
了
し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士

前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
、
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）、

言
語
文

化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
ア
ジ
ア
の
人
文
学
に
関
す
る
学
部
レ
ベ
ル
の
専
門
知
識
を
有
す
る
こ
と
。

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
言
語
、
文
化
、
歴
史
、
芸
術
、
思
想
に
関
心
が
あ
り
、
独
自
に
問
題
を
設
定
し

て
、
そ
れ
に
つ
い
て
粘
り
強
く
探
求
す
る
意
欲
を
持
つ
学
生
を
歓
迎
す
る
。

特
記

事
項

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
に
履
修
し
た
同
じ
名
称
の
科
目
の
履
修
を
原
則
と
し
て
認
め
る
。

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
及
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

文
学
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
08
5/
50
84
　
FA

X:
 0
6-
68
50
-5
08
7 

Em
ai
l: 
bu

ns
ou

ha
ku
-k
yo
um

u@
offi

ce
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

20
Z0
00

世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
史
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
01

世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
史
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
02

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
03

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
研
究
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
04

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
研
究
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
05

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
研
究
Ⅲ
（
M
）

2
不
開
講

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
06

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
07

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
08

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅲ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
09

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅳ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
10

広
域
ア
ジ
ア
史
Ⅴ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
11

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
12

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
13

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅲ
（
M
）

4
通
年

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
14

ア
ジ
ア
の
思
想
史
Ⅳ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
15

ア
ジ
ア
の
芸
術
史
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
16

ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
Ⅰ
（
M
）

2
集
中

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
17

ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
18

中
国
語
圏
文
学
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
19

中
国
語
圏
文
学
Ⅱ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
20

中
国
語
圏
文
学
Ⅲ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
21

中
国
語
圏
文
学
Ⅳ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
22

中
国
語
圏
文
学
Ⅴ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
23

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅰ
（
M
）

2
不
開
講

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
24

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅱ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z0
25

中
国
の
文
化
と
社
会
Ⅲ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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文
学
研
究
科
【
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）

英
文

H
um

an
iti
es
（
G
lo
ba

l E
ur
os
tu
di
es
）

開
設

研
究

科
文

学
研

究
科

募
集

対
象

者
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち

の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
代
〜
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
関
わ
る
思
想
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
な

ど
の
人
文
学
の
基
礎
知
識
、
理
論
、
方
法
論
を
学
ぶ
た
め
の
授
業
を
提
供
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
履
修
を
通
じ
て
、
幅
広
い
人
文
学
的
教
養
と
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育

成
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
全
般
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
を
研
究
す
る
た
め
の
方
法
を
習
得
し
て
い
る
。

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
歴
史
・
思
想
の
個
別
主
題
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
習
得
し
て
い
る
。

④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
高
度
な
運
用
能
力
を
習
得
し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

・「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸

術
」「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
」
の
科
目
群
を
設
け
、
科
目
群
ご
と
に

3
〜

5
の
科
目
を
配
置
す
る
。

・
豊
富
な
選
択
肢
の
な
か
か
ら
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
た
め
、
履
修
者
の
関
心
に
応

じ
て
、
一
般
性
（
地
域
横
断
的
な
知
と
分
野
横
断
的
な
知
）（

上
記
①
に
対
応
）、

専
門
性
（
上

記
③
に
対
応
）
の
い
ず
れ
に
も
焦
点
化
が
可
能
で
あ
る
。

・
高
度
な
外
国
語
運
用
能
力
の
養
成
の
た
め
、
文
献
講
読
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
英
・
独
・

仏
語
授
業
も
開
講
す
る
（
上
記
④
に
対
応
）。

・
上
記
②
に
つ
い
て
は
、
各
科
目
群
の
基
礎
的
な
科
目
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）」

を
修
了
し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士

前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
、
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）
に
言
語

文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
文
学
に
関
す
る
学
部
レ
ベ
ル
の
専
門
知
識
を
有
す
る
こ
と
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
の
言
語
、
文
化
、
歴
史
、
芸
術
、
思
想
に
関
心
が
あ
り
、
独
自
に
問
題
を
設

定
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
粘
り
強
く
探
求
す
る
意
欲
を
持
つ
学
生
を
歓
迎
す
る
。

特
記

事
項

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
に
履
修
し
た
同
じ
名
称
の
科
目
の
履
修
を
原
則
と
し
て
認
め
る
。

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
及
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

文
学
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
08
5/
50
84
　
FA

X:
 0
6-
68
50
-5
08
7 
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◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

20
Z2
00

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
01

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
02

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅲ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
03

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅳ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
04

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅴ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
05

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
Ⅵ
（
M
）

2
不
開
講

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
06

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
07

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅰ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
08

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅱ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
09

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅲ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
10

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
Ⅲ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
11

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
12

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅰ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
13

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅱ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
14

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅲ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
15

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅳ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
16

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅴ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
17

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅵ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
18

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅶ
（
M
）

2
不
開
講

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
19

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅷ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
20

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅷ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
21

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅸ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
22

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅹ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
23

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅹ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
24

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅺ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
25

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅺ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
26

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
Ⅻ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
27

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
28

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅱ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
29

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅲ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
30

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅳ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
31

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
Ⅳ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
32

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅰ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
33

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅱ
（
M
）

2
不
開
講

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
34

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅲ
（
M
）

2
春
～
夏

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

20
Z2
35

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
Ⅳ
（
M
）

2
秋
～
冬

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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人
間
科
学
研
究
科
【
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）

英
文

H
U
M
AN

 S
C
IE
N
C
ES

 （
W
H
AT

 IS
 L
IV
IN
G
 T
O
G
ET

H
ER

?）
開

設
研

究
科

人
間

科
学

研
究

科
募

集
対

象
者

下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち

の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対

し
て
、
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）
に
関
す
る
科
目
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
多

様
な
文
化
的
・
社
会
的
背
景
を
も
っ
た
人
々
が
、
国
内
外
で
出
会
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
今
日
、

災
害
や
紛
争
と
い
っ
た
状
況
下
で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
共
生
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
人
間
科
学
研
究
科
の
多
様
な
専
門
性
を
活
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
共
生
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
、
共
生
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
得
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
複
眼
的
な
思
考
を
持
ち
、
人
々
の
多
様
性
を
理
解
で
き
る
。

②
人
々
と
対
話
し
関
係
を
築
き
協
働
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
論
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

③
共
生
に
関
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に
応
用
し
た
り
活
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

4
つ
の
学
系
か
ら
提
供
さ
れ
る
科
目
群
を
配
置
し
、
共
生

に
つ
い
て
多
面
的
な
履
修
を
促
す
。
共
生
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
上
げ
る
授
業
と
、
共

生
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
扱
う
授
業
が
あ
る
。

　
行
動
学
系
科
目
群
　
　
　
　
　
心
理
学
、
行
動
学
、
死
生
学
な
ど
に
関
わ
る
科
目
群

　
社
会
学
・
人
間
学
系
科
目
群
　
社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
福
祉
、
思
想
な
ど
に
関
わ
る
科
目
群

　
教
育
学
系
科
目
群
　
　
　
　
　
教
育
学
の
理
論
と
教
育
現
場
に
関
わ
る
科
目
群

　
共
生
学
系
科
目
群
　
　
　
　
　
共
生
そ
の
も
の
を
考
え
る
科
目
群

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）」

を
修
了
し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）
に
言
語
文

化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
前
提
知
識
は
不
要

特
記

事
項

特
に
な
し

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
及
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

人
間
科
学
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
79
-8
01
2　

FA
X:
 0
6-
68
79
-8
01
0

Em
ai
l: 
ky
ou

m
u@

hu
s.
os
ak
a-
u.
ac

.jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

〈
行
動
学
科
目
〉

21
05
94

比
較
発
達
心
理
学
特
講
Ⅰ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

未
定

比
較
発
達
心
理
学
特
講
Ⅱ
（
心

理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

理
論
と
実
践
）

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
33

環
境
行
動
学
特
講
Ⅰ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
34

環
境
行
動
学
特
講
Ⅱ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

5
名
程
度

21
17
35

環
境
行
動
学
特
講
Ⅲ

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

5
名
程
度

〈
社
会
学
科
目
〉

21
12
23

比
較
思
想
史
特
講

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
07
06

人
類
学
理
論
特
講

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
19

科
学
技
術
と
文
化
特
講

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
11
74

比
較
社
会
学
特
講
義

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
11
81

現
代
社
会
学
特
講

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
06
68

文
化
社
会
学
特
講

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
13
01

比
較
福
祉
論
特
講
Ⅰ

2
秋

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

〈
教
育
学
科
目
〉

21
12
65

教
育
制
度
学
特
講

2
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
12
70

生
涯
教
育
学
特
講

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

未
定

教
育
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支

援
の
展
開

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
92
41

教
育
人
間
学
特
定
演
習
Ⅱ（

Ｂ
）

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

〈
共
生
学
科
目
〉

21
18
08

地
域
創
生
論
特
講
Ⅰ

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
18
09

地
域
創
生
論
特
講
Ⅱ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
94

国
際
協
力
学
特
講
Ⅰ

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
95

国
際
協
力
学
特
講
Ⅱ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
18
01

多
文
化
共
生
学
特
講
Ⅰ

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

未
定

共
生
行
動
論
特
講
Ⅰ
（
家
族
関

係
・
集
団
・
地
域
社
会
に
お
け

る
心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と

実
践
）

2
春

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
48

共
生
の
人
間
学
特
講
Ⅱ

2
秋
～
冬

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

21
17
53

共
生
社
会
論
特
講
Ⅰ

2
春
～
夏

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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法
学
研
究
科
【
法
学
・
政
治
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

法
学
・
政
治
学

英
文

La
w
 a
nd

 P
ol
iti
cs

開
設

研
究

科
法

学
研

究
科

募
集

対
象

者
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち

の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対

し
て
、
法
的
ル
ー
ル
や
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
深
い
造
詣
に
基
づ
き
、
現

代
法
や
公
共
政
策
に
関
す
る
考
察
を
加
え
、
日
本
や
世
界
の
社
会
が
今
後
有
す
る
べ
き
諸
秩
序
や

構
想
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
法
学
研
究
科
が
開
講
す
る
関
連
科
目

群
を
提
供
す
る
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
じ
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

法
学
・
政
治
学
に
お
け
る
研
究
能
力
、
及
び
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の

能
力
を
有
す
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
法
学
研
究
科
が
開
講
す
る
以
下
の
科
目
群
を
配
置
す
る
。

・
入
門
・
基
礎
科
目

・
公
法
、
私
法
、
基
礎
法
学
、
政
治
学
に
属
す
る
各
科
目

・
総
合
・
展
開
科
目

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
法
学
・
政
治
学
」
を
修
了

し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
、
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）、

言
語
文

化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
特
に
な
し
。

特
記

事
項

本
コ
ー
ス
の
履
修
者
に
対
し
て
研
究
計
画
を
ふ
ま
え
た
担
任
を
配
置
し
、
系
統
的
な
履
修
を
行
う

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

法
学
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
14
5　

FA
X:
 0
6-
68
50
-5
08
9

Em
ai
l: 
ho

uk
yo
um

u@
la
w
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

22
04
27

公
法
の
基
礎

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
02
98

民
法
の
基
礎

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
68

国
際
政
治
学
概
論

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
69

法
政
情
報
処
理

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
74

法
文
献
学

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

留
学
生
限
定

22
04
34

日
本
法
総
合
演
習

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

留
学
生
限
定

22
04
35

日
本
政
治
総
合
演
習

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

留
学
生
限
定

22
04
95

政
治
学
概
論

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
02

憲
法

1
2

秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
03

憲
法

2
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
01

行
政
法

1
2

未
定

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
02

行
政
法

2
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
03

税
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
06

刑
法

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
11

刑
事
訴
訟
法

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
16

国
際
法

1
2

秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
17

国
際
法

2
2

秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
07

刑
事
法

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
16

刑
事
法
制
論

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
32

統
治
論

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
02
96

人
権
論

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
04

民
法

1
2

秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
05

民
法

2
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
08

商
法

1
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
09

商
法

2
2

秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
97

経
済
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
10

民
事
訴
訟
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
13

裁
判
外
紛
争
処
理
法

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
33

裁
判
学

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
13

労
働
法

1
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
14

労
働
法

2
2

不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
40

雇
用
関
係
法

2
未
定

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
39

社
会
保
障
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
15

国
際
私
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
43

国
際
取
引
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
12

知
的
財
産
経
営

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
49

労
働
市
場
法

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
20

日
本
法
史

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
05
05

西
洋
法
史

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
25

比
較
法
史

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
23

ロ
ー
マ
法

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
22

法
社
会
学

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
09

法
政
策
学

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
26

英
米
法

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
05

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
05
46

中
国
法

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
18

法
理
学

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
19

法
思
想
史

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
05
00

政
治
学

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
05
01

政
治
過
程
論

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
46

西
洋
政
治
思
想
史

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
50

日
本
政
治
思
想
史

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
51

日
本
政
治
史

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
53

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
54

ア
ジ
ア
政
治
史

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
03
27

行
政
学

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
21

比
較
政
治
学

2
春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
31

地
方
行
政
論

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
25

法
政
情
報
学

1
2

春
～
夏

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
26

法
政
情
報
学

2
2

不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
96

地
方
自
治
演
習

2
秋
～
冬

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

22
04
81

現
代
中
国
研
究

2
不
開
講

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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経
済
学
研
究
科
【
経
済
学
・
経
営
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

経
済
学
・
経
営
学

英
文

Ec
on

om
ic
s 
an

d 
Bu

si
ne

ss
 A
dm

in
is
tra

tio
n

開
設

研
究

科
経

済
学

研
究

科
募

集
対

象
者

下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち

の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対

し
て
、
経
済
学
専
攻
お
よ
び
経
営
学
系
専
攻
の
経
済
学
・
経
営
学
に
関
す
る
専
門
科
目
で
構
成
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
学
・
経
営
学
に
通
暁
し
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
じ
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
経
済
学
・
経
営
学
の
基
礎
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

②
経
済
学
・
経
営
学
の
理
論
を
現
実
の
経
済
・
経
営
問
題
に
応
用
で
き
る
。

③
現
実
の
経
済
・
経
営
問
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
高
度
な
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
経
済
学
研
究
科
（
経
済
学
専
攻
応
用
経
済
コ
ー
ス
、
経
営
学
系
専
攻
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
）
が

開
講
す
る
科
目
を
提
供
し
、
経
済
学
お
よ
び
経
営
学
に
つ
い
て
系
統
的
な
履
修
を
促
す
。

履
修

資
格

・
条

件

【
履
修
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
経
済
学
・
経
営
学
」
を
修

了
し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
、
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）
に
言
語

文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
各
科
目
の
履
修
に
あ
た
っ
て
は
、
学
部
レ
ベ
ル
で
の
経
済
学
・
経
営

学
の
知
識
お
よ
び
理
解
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

特
記

事
項

特
に
な
し

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

経
済
学
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
20
4　

FA
X:
 0
6-
68
50
-5
21
2

Em
ai
l: 
ky
ou

m
u@

ec
on

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

23
07
16

マ
ク
ロ
経
済
基
礎

2
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
17

ミ
ク
ロ
経
済
基
礎

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
18

計
量
経
済
基
礎

2
春

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
48

政
策
史
基
礎

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
50

マ
ク
ロ
経
済
Ⅲ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
51

エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
Ⅲ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
49

計
量
モ
デ
ル
分
析
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
50

計
量
モ
デ
ル
分
析
Ⅱ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
21

ミ
ク
ロ
計
量
経
済

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
09
37

統
計
基
礎

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
47

経
済
・
経
営
数
学

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
22

標
本
調
査

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
03

ミ
ク
ロ
経
済
分
析
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
04

ミ
ク
ロ
経
済
分
析
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
52

行
動
経
済
学
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
53

行
動
経
済
学
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
54

公
共
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
55

公
共
経
済
Ⅱ

2
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
15

財
政
Ⅰ

2
春

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
16

財
政
Ⅱ

2
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
09

金
融
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
10

金
融
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
28

ア
セ
ッ
ト
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
44

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
55

リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
40

投
資
理
論

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
41

組
織
管
理

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
51

国
際
貿
易
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
52

国
際
貿
易
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
02
53

国
際
金
融
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
02
54

国
際
金
融
Ⅱ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
53

開
発
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
54

開
発
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
19

労
働
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
20

労
働
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
33

法
と
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）
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時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

23
01
34

法
と
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
55

都
市
・
地
域
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
56

都
市
・
地
域
経
済
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
05

数
理
経
済
分
析
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
06

数
理
経
済
分
析
Ⅱ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
02
55

経
済
学
史
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
02
56

経
済
学
史
Ⅱ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
56

経
済
思
想
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
57

経
済
思
想
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
57

政
策
史
分
析
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
10
58

政
策
史
分
析
Ⅱ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
43

日
本
経
済
史
Ⅰ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
44

日
本
経
済
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
45

近
代
日
本
経
済
史
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
46

近
代
日
本
経
済
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
39

比
較
経
営
史
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
40

比
較
経
営
史
Ⅱ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
58

比
較
産
業
史
Ⅰ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
59

比
較
産
業
史
Ⅱ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
60

比
較
経
済
史
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
61

比
較
経
済
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
35

西
洋
経
済
史
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
36

西
洋
経
済
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
62

西
洋
経
営
史
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
63

西
洋
経
営
史
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

経
済
学
特
論

2又
は
4

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
06
51

研
究
・
調
査
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
03

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
／
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
40

オペ
レー

ショ
ンズ

・リ
サー

チ／
マネ

ジメ
ント

サイ
エン

ス
2

春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
42

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
43

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
09
37

統
計
基
礎

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
40

投
資
理
論

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
44

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
46

最
適
化

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
47

確
率
モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
20

統
計
解
析

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
22

標
本
調
査

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
49

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

23
20
50

知
識
・
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
41

組
織
管
理

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
69

戦
略
創
造

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
53

財
務
報
告
戦
略

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
54

企
業
分
析
と
評
価

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
24

企
業
経
済

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
55

リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
63

金
融
工
学

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
25

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
39

応
用
統
計
分
析

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
21

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
66

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
科
学

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
97

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
論

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
23

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
論

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
52

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
72

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
論

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
70

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
39

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
47

経
済
・
経
営
数
学

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
17

ミ
ク
ロ
経
済
基
礎

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
16

マ
ク
ロ
経
済
基
礎

2
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
07
18

計
量
経
済
基
礎

2
春

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
54

公
共
経
済
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
09

金
融
Ⅰ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
10

金
融
Ⅱ

2
秋
～
冬

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
15

財
政
Ⅰ

2
春

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
01
16

財
政
Ⅱ

2
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
57

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
28

ア
セ
ッ
ト
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
48

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
71

企
業
家
活
動

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
73

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
74

会
計
基
準
の
経
済
分
析

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
20
75

情
報
の
経
済
学
と
会
計
学

2
不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

経
営
学
特
論

2又
は
4

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

2又
は
4

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

23
06
51

研
究
・
調
査
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

2
春
～
夏

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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国
際
公
共
政
策
研
究
科
【
国
際
公
共
政
策
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

国
際
公
共
政
策
学

英
文

In
te
rn
at
io
na

l p
ub

lic
 p
ol
ic
y

開
設

研
究

科
国

際
公

共
政

策
研

究
科

募
集

対
象

者
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
の
要
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち
の

大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対
し

て
、
平
和
や
安
全
保
障
、
環
境
問
題
、
経
済
発
展
・
開
発
、
人
権
の
保
障
な
ど
の
公
共
政
策
課
題

に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
広
く
世
界
に
発
信
し
た
り
、
解
決
に
向
け
て
指
導
力
を
発
揮
を
し
た

り
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
じ
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
国
際
公
共
政
策
学
（
法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
）
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
能
力
を
備
え
て
い
る
。

②
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
能
力
を
十
分
に
有
す
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
が
開
講
す
る
科
目
の
中
か
ら
、
国
際
法
、
国
際
関
係
論
、
経
済
学

な
ど
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
固
め
ら
れ
る
科
目
群
を
提
供
す
る
。

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
法
学
・
政
治
学
」
も
し
く

は
「
経
済
学
・
経
営
学
」
を
修
了
し
た
学
生
で
平
成
30
年

4
月
に
言
語
文
化
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程
に
入
学
す
る
者

2
．
上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
（
又
は
、
10
月
入
学
の
者
は
平
成
29
年
10
月
）
に
言
語

文
化
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
（
し
た
）
者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安
前
提
知
識
は
不
要

特
記

事
項

特
に
な
し

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
及
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
務
係

TE
L:
 0
6-
68
50
-5
61
2　

FA
X:
 0
6-
68
50
-5
60
0

Em
ai
l: 
ky
om

u@
os
ip
p.
os
ak
a-
u.
ac

.jp

◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

31
00
05

国
際
法

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
08
78

国
際
公
共
政
策
の
た
め
の
法
律
学

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
04
02

公
共
政
策
Ⅰ

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
06

国
際
関
係
論

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
11

応
用
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
Ⅰ

2
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
09

現
代
ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
07

現
代
マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2
秋

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
06
89

デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
セ
オ
リ
ー

2
春

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
06
86

政
策
デ
ー
タ
分
析
法

2
春

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
16

国
際
人
権
法

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
46

比
較
現
代
私
法
論

2
不
開
講

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
11
57

特
殊
講
義

（
国
際
経
済
関
係
の
法
と
制
度
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
14
70

特
殊
講
義
（
EU

法
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
14
72

特
殊
講
義
（
EU

域
内
市
場
法
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
07
16

演
習
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法
）

2
不
開
講

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
08
08

演
習
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
保
障
体
制
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
13
81

演
習
（
W
TO

と
健
康
・
環
境
の
保
護
）

2
不
開
講

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
45

比
較
政
治
シ
ス
テ
ム
論

2
不
開
講

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
11
64

特
殊
講
義
（
紛
争
研
究
概
論
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
11
65

特
殊
講
義
（
平
和
構
築
論
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
10
31

特
殊
講
義
（
国
際
行
政
論
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
14
80

特
殊
講
義

EU
論（

歴
史
、制

度
、政

治
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
11
61

演
習
（
平
和
研
究
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
12
21

演
習
（
多
文
化
共
生
論
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
00
21

公
共
経
済
学

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
09
30

特
殊
講
義
（
国
際
貿
易
論
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
09
53

特
殊
講
義
（
国
際
貿
易
政
策
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
08
82

特
殊
講
義

（
労
働
経
済
学
の
実
証
分
析
）

2
春
～
夏

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
12
65

特
殊
講
義
（
地
域
統
合
）

2
秋
～
冬

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

31
08
97

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

（
公
共
政
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

2
通
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科（

博
士
前
期
課
程
）

※
構
成
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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言
語
文
化
研
究
科
（
言
語
社
会
専
攻
）【
言
語
文
化
学
】

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

和
文

言
語
文
化
学

英
文

La
ng

ua
ge

 a
nd

 C
ul
tu
re

開
設

研
究

科
言
語
文
化
研
究
科
（
言
語
社
会
専
攻
）

募
集

対
象

者
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
満
た
す
修
士
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
正
規
学
生

修
了

要
件

14
単
位
以
上

7
単
位
以
上
は
、
研
究
科
・
専
攻
の
修
了
要
件
で
は
な
い
単
位
、
あ
る
い
は

修
了
要
件
単
位
と
な
る
科
目
で
修
了
の
た
め
に
利
用
す
る
単
位
数
以
上
の
余

分
に
追
加
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
こ
と
。

趣
旨

・
概

要

「
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
多
言
語
に
精
通
し
、
現
代
世
界
の

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
専
門
的
な
知
識
を
備
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
局
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
う
ち

の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
た
学
生
に
対

し
て
、
各
専
攻
語
学
お
よ
び
専
攻
語
圏
の
文
化
学
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
読
み
、
書
き
、
聞
き
、
話
す
国
際
的
な
場
面
で
通
用
す
る

総
合
的
な
高
い
語
学
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
当
該
言
語
文
化
圏
の
言
語
、
政
治
、
経
済
、
社

会
、
歴
史
、
思
想
に
通
暁
し
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

到
達

目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
じ
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
す
る
。

①
専
攻
語
の
四
技
能
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
に

関
し
て
、
国
際
的
な
場
面
で
通
用
す
る
高
い
運
用
能
力
を
有
す
る
。

②
専
攻
語
圏
の
言
語
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
歴
史
、
思
想
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
専
攻

語
で
関
連
テ
ー
マ
に
つ
い
て
高
度
な
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記
の
到
達
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
言
語
文
化
研
究
科
（
言
語
社
会
専
攻
）
が
開
講
す
る
以
下
の

5
つ
の
科
目
群
を
配
置
し
、
各

専
攻
語
学
お
よ
び
専
攻
語
圏
の
文
化
学
に
つ
い
て
系
統
的
な
履
修
を
促
す
。

・
専
攻
科
目
（
広
域
言
語
論
・
地
域
言
語
論
）

・
地
域
言
語
社
会
特
論
科
目

・
複
合
領
域
特
論
科
目

・
専
攻
言
語
科
目

・
関
連
研
究
言
語
科
目

履
修

資
格

・
条

件

【
募
集
対
象
】
募
集
定
員
は
若
干
名

1
．

・
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア

ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）」

も
し
く
は
「
人
文
学
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ロ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）」

を
修
了
し
平
成
30
年

4
月
に
文
学
研
究
科
の
修
士
課
程
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

・
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
人
間
科
学
（
共
生
の
生
態
）」

を
修
了
、
平
成
30
年

4
月
に
人
間
科
学
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
者

・
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
法
学
・
政
治
学
」
を
修
了
し

平
成
30
年

4
月
に
、
法
学
研
究
科
も
し
く
は
国
際
公
共
政
策
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学

す
る
者

・
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
経
済
学
・
経
営
学
」
を
修
了
、

平
成
30
年

4
月
に
、
経
済
学
研
究
科
も
し
く
は
国
際
公
共
政
策
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入

学
す
る
者

2
．

上
記

1
以
外
の
者
で
平
成
30
年

4
月
に
、
文
学
研
究
科
、
人
間
科
学
研
究
科
、
法
学
研
究
科
、
経

済
学
研
究
科
お
よ
び
国
際
公
共
政
策
研
究
科
の
修
士
課
程
も
し
く
は
博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る

者
で
特
に
希
望
す
る
も
の

【
選
考
】
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
以
外
は
選
考
の
上
履

修
生
を
決
定
す
る
。

前
提

知
識

の
目

安

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
専
攻
言
語
科
目
の
履
修
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
専
攻
言
語
の
学
部
レ

ベ
ル
で
の
運
用
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
例
え
ば
「
英
語
特
別
演
習

A・
B」

お
よ
び

「
英
語
特
別
演
習

C・
D
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
学
部
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
「
英
語
・
英
米
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
修
了
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
外
部
検
定
試
験
の

基
準
ス
コ
ア
程
度
の
英
語
運
用
能
力
が
履
修
の
際
に
求
め
ら
れ
る
。

特
記

事
項

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
科
目
の
う
ち
専
攻
言
語
科
目
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に
履
修
す
る
こ
と
を

推
奨
す
る
。
な
お
、
上
記
「
履
修
資
格
・
条
件
」
の
2.
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
履
修
を
希

望
す
る
専
攻
言
語
科
目
に
関
す
る
運
用
能
力
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
各
種
検
定
試
験
の
ス
コ
ア
の
写
し
等
）
を
所
定
の
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

履
修

申
請

8
、

9
頁
を
参
照
の
こ
と
。
履
修
申
請
書
は

KO
AN

の
掲
示
板
お
よ
び

M
LE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
。

問
合

せ
先

言
語
文
化
研
究
科
・
外
国
語
学
部
箕
面
事
務
室
　
M
LE

担
当

TE
L:
 0
72
-7
30
-5
06
2　

FA
X:
 0
72
-7
30
-5
05
7

Em
ai
l: 
m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
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◉
構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

専 　 攻 　 科 　 目

〈
広
域
言
語
論
〉

30
50
01

広
域
言
語
実
践
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

言
語
文
化
研
究
科
・
言
語
社
会
専
攻

（
博
士
前
期
課
程
）

30
50
02

広
域
言
語
実
践
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
03

広
域
言
語
実
践
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
04

広
域
言
語
実
践
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
05

広
域
言
語
実
践
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
06

広
域
言
語
実
践
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

広
域
言
語
実
践
論
Ⅳ
～
Ⅶ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
実
践
論
Ⅳ
～
Ⅶ
Ｂ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
文
化
論
Ⅰ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
文
化
論
Ⅰ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
50
15

広
域
言
語
文
化
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
16

広
域
言
語
文
化
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
17

広
域
言
語
文
化
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
18

広
域
言
語
文
化
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

広
域
言
語
文
化
論
Ⅳ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
文
化
論
Ⅳ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
50
21

広
域
言
語
文
化
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
22

広
域
言
語
文
化
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
23

広
域
対
照
言
語
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
24

広
域
対
照
言
語
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
25

広
域
対
照
言
語
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
26

広
域
対
照
言
語
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
27

広
域
対
照
言
語
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
28

広
域
対
照
言
語
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
29

広
域
対
照
言
語
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
30

広
域
対
照
言
語
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

広
域
対
照
言
語
論
Ⅴ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
対
照
言
語
論
Ⅴ
Ｂ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
動
態
論
Ⅰ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
動
態
論
Ⅰ
Ｂ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
動
態
論
Ⅱ
Ａ

不
開
講

同
上

広
域
言
語
動
態
論
Ⅱ
Ｂ

不
開
講

同
上

〈
地
域
言
語
論
〉

30
50
37

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
38

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
39

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
40

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
41

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
42

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
43

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
44

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
50
45

専 　 攻 　 科 　 目

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
46

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
47

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
48

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
49

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
50

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
51

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
52

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
53

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅸ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
54

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅸ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
55

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
56

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
57

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
58

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
59

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
60

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
61

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
62

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
63

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
64

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
65

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
66

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
67

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
68

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅶ
Ａ

不
開
講

同
上

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅶ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
50
71

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
72

ア
ジ
ア
言
語
構
造
論
Ⅹ
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
73

ア
フ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
74

ア
フ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
75

ア
フ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
76

ア
フ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
77

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
78

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
79

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
80

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
81

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
82

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
83

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
84

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
85

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
86

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
87

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上
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時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

専 　 攻 　 科 　 目

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ａ

不
開
講

同
上

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
51
33

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
34

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
35

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
36

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
37

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
38

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
55
25

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
55
26

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
39

イ
ギ
リ
ス
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
40

イ
ギ
リ
ス
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
41

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
42

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
43

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
44

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
45

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
46

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
47

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
48

ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅰ
Ａ

不
開
講

同
上

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅰ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
51
51

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
52

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
53

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
54

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
55

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
56

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
57

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
58

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
59

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
60

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
71

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
72

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
55
14

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
55
15

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
55
18

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅸ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
55
19

ア
ジ
ア
言
語
文
化
資
源
論
Ⅸ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
61

イ
ギ
リ
ス
言
語
文
化
資
源
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
62

イ
ギ
リ
ス
言
語
文
化
資
源
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
63

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
64

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
65

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
66

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
55
12

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
50
88

専 　 攻 　 科 　 目

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
89

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
90

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
91

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
92

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
93

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅸ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
94

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
構
造
論
Ⅸ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
95

ア
メ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
96

ア
メ
リ
カ
言
語
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
97

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
50
98

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
50
99

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
00

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
01

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
02

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
03

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
04

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
05

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
06

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
07

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
08

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
09

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
10

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
11

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
12

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
13

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅸ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
14

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅸ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
15

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
16

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
17

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
18

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
19

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
20

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
21

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
22

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
23

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
24

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
25

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅴ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
26

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅴ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
27

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
28

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
29

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
30

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
73

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅷ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
74

ア
ジ
ア
言
語
文
化
表
象
論
Ⅹ
Ⅷ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上
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時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

地 域 言 語 社 会 特 論

〈
地
域
言
語
社
会
特
論
〉

外
国
語
教
授
学
習
研
究

不
開
講

同
上

30
55
10

世
界
文
学
・
文
化
論

2
春
～
夏

同
上

30
54
96

現
代
英
米
政
治
外
交
史
特
殊
研
究

2
秋
～
冬

同
上

30
54
97

ア
ジ
ア・

ア
フ
リ
カ
言
語
社
会
研
究
序
説

2
春
～
夏

同
上

30
54
98

ヨ
ー
ロ
ッ
パ・

ア
メリ

カ
言
語
社
会
研
究
序
説

2
春
～
夏

同
上

ア
ジ
ア
言
語
動
態
論

2
秋
～
冬

同
上

30
55
0Ａ

英
米
言
語
社
会
論
（
Ａ
）

2
春
～
夏

同
上

30
55
0Ｂ

英
米
言
語
社
会
論
（
Ｂ
）

2
秋
～
冬

同
上

30
55
0C

英
米
言
語
社
会
論
（
Ｃ
）

2
春
～
夏

同
上

30
55
0D

英
米
言
語
社
会
論
（
Ｄ
）

2
秋
～
冬

同
上

30
55
0E

英
米
言
語
社
会
論
（
Ｅ
）

2
春
～
夏

同
上

30
55
0F

英
米
言
語
社
会
論
（
Ｆ
）

2
春
学
期
集
中

同
上

30
55
31

ア
ジ
ア
地
域
社
会
論
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
55
32

ア
ジ
ア
地
域
社
会
論
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

複 合 領 域 特 論

〈
複
合
領
域
特
論
〉

現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

不
開
講

同
上

30
55
11

生
涯
学
習
論

2
通
年
（
集
中
）

同
上

30
55
34

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
比
較
文
化
動
態
論
（
Ａ
）

2
春
～
夏

同
上

30
55
35

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
比
較
文
化
動
態
論
（
Ｂ
）

2
秋
～
冬

同
上

広
域
イ
ス
ラ
ム
社
会
論

不
開
講

同
上

地
政
学
的
研
究
特
論

不
開
講

同
上

30
55
04

言
語
文
化
資
源
の
活
用
と
情
報
処
理
研
究

2
秋
～
冬

同
上

30
55
05

通
訳
翻
訳
学
特
講
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
55
06

通
訳
翻
訳
学
特
講
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

通
訳
翻
訳
演
習

不
開
講

同
上

30
54
97

多
言
語
共
生
社
会
演
習

2
夏
学
期
集
中

同
上

専 　 攻 　 言 　 語

〈
専
攻
言
語
〉

30
53
55

中
国
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
56

中
国
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
57

朝
鮮
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
58

朝
鮮
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
59

モ
ン
ゴ
ル
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
60

モ
ン
ゴ
ル
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
61

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
62

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
63

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
64

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
65

タ
イ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
66

タ
イ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
67

ベ
ト
ナ
ム
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
68

ベ
ト
ナ
ム
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
69

ビ
ル
マ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
70

ビ
ル
マ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
71

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
55
13

専 　 攻 　 科 　 目

ア
ジ
ア
言
語
社
会
構
造
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
67

ア
フ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
68

ア
フ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
69

ア
フ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
70

ア
フ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
71

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
72

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
73

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
74

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
75

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
76

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
77

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
78

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
79

ア
メ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
80

ア
メ
リ
カ
言
語
社
会
構
造
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
81

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
82

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅱ
Ａ

不
開
講

同
上

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅱ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
51
85

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
86

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
91

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅵ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
92

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅵ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅴ
～
Ⅵ
Ａ

不
開
講

同
上

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅴ
～
Ⅵ
Ｂ

不
開
講

同
上

30
54
93

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅶ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
94

ア
ジ
ア
言
語
社
会
動
態
論
Ⅶ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
93

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
94

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
95

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅱ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
96

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅱ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
97

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅲ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
51
98

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅲ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
51
99

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅳ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
52
00

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅳ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
52
01

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅴ
Ａ

春
～
夏

同
上

30
52
02

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅴ
Ｂ

秋
～
冬

同
上

30
55
16

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅵ
Ａ

春
～
夏

同
上

30
55
17

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅵ
Ｂ

秋
～
冬

同
上

30
55
20

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅶ
Ａ

春
～
夏

同
上

30
55
21

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅶ
Ｂ

秋
～
冬

同
上

30
52
03

イ
ギ
リ
ス
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
52
04

イ
ギ
リ
ス
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
52
05

ア
メ
リ
カ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
52
06

ア
メ
リ
カ
言
語
社
会
動
態
論
Ⅰ
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上
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時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
54
27

関 　 連 　 研 　 究 　 言 　 語

パ
ー
リ
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
28

パ
ー
リ
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
29

ベ
ン
ガ
ル
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
30

ベ
ン
ガ
ル
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
34

ウ
イ
グ
ル
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ソ
グ
ド
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

30
54
37

カ
ザ
フ
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
38

カ
ザ
フ
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

オ
ス
マ
ン
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

ヘ
ブ
ラ
イ
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

ア
ラ
ム
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

シ
リ
ア
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

30
54
47

西
ア
フ
リ
カ
諸
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
48

西
ア
フ
リ
カ
諸
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

東
・
南
ア
フ
リ
カ
諸
語

不
開
講

同
上

古
代
教
会
ス
ラ
ブ
語

不
開
講

同
上

30
54
53

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
54

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
55

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
56

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
57

リ
ト
ア
ニ
ア
語
Ａ

2
春
学
期
集
中

同
上

30
54
58

リ
ト
ア
ニ
ア
語
Ｂ

2
秋
学
期
集
中

同
上

30
54
59

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
Ａ
・
Ｂ

2
春
～
夏

同
上

30
54
60

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
Ａ
・
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
61

ラ
テ
ン
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
62

ラ
テ
ン
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

ギ
リ
シ
ア
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

ウ
ズ
ベ
ク
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

セ
ル
ビ
ア
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

グ
ル
ジ
ア
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

30
54
75

チ
ェ
コ
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
76

チ
ェ
コ
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

※
開
講
科
目
は
平
成
29
年
度
の
実
績
に
基
づ
く
開
講
予
定
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学

期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
53
72

専 　 攻 　 言 　 語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
73

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
74

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
75

ア
ラ
ビ
ア
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
76

ア
ラ
ビ
ア
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
77

ペ
ル
シ
ア
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
78

ペ
ル
シ
ア
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
79

ト
ル
コ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
80

ト
ル
コ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
81

ス
ワ
ヒ
リ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
82

ス
ワ
ヒ
リ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
83

ロ
シ
ア
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
84

ロ
シ
ア
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
85

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
86

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
87

デ
ン
マ
ー
ク
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
88

デ
ン
マ
ー
ク
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
89

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
90

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
91

ド
イ
ツ
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
92

ド
イ
ツ
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
95

英
語
特
別
演
習
Ｃ

2
春
～
夏

同
上

30
53
96

英
語
特
別
演
習
Ｄ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
97

フ
ラ
ン
ス
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
53
98

フ
ラ
ン
ス
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
53
99

イ
タ
リ
ア
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
00

イ
タ
リ
ア
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
01

ス
ペ
イ
ン
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
02

ス
ペ
イ
ン
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
03

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
特
別
演
習
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
04

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
特
別
演
習
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

関 　 連 　 研 　 究 　 言 　 語

〈
関
連
研
究
言
語
〉

古
典
漢
語
Ａ

.Ｂ
不
開
講

同
上

30
54
11

ア
イ
ヌ
語

2
春
学
期
集
中

同
上

30
54
13

現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
14

現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
15

古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
16

古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

カ
レ
ン
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

シ
ャ
ン
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

モ
ン
＝
ク
メ
ー
ル
諸
語
Ａ
・
Ｂ

不
開
講

同
上

30
54
23

オ
セ
ア
ニ
ア
諸
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
24

オ
セ
ア
ニ
ア
諸
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上

30
54
25

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ａ

2
春
～
夏

同
上

30
54
26

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ｂ

2
秋
～
冬

同
上
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大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラムに関する申合せ
　（趣　旨）
第 1条	 この申合せは、大阪大学（以下「本学」という。）の学生に対して、当該学生が所属する学科及び専攻の教育課程（カリ
キュラム）に加えて別途提供する大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（以下「マルチリンガルプログラム」
という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

　（目　的）
第 2条	 マルチリンガルプログラムは、学部及び大学院博士前期課程（修士課程を含む。）を通じた部局横断型教育プログラムを
構築することによって、複数の学部及び複数の研究科の教育プログラムを修め、多言語に精通し、現代世界の喫緊の課題に取
り組む専門的な知識を備え、グローバルに活躍できる人材を養成することを目的とする。

　（対象学生）
第 3条	 マルチリンガルプログラムは、本学の文学部、人間科学部、外国語学部、法学部及び経済学部並びに文学研究科、人間
科学研究科、法学研究科、経済学研究科、言語文化研究科及び国際公共政策研究科に所属する学生に対して提供するものとする。

　（構　成）
第 4条	 マルチリンガルプログラムは、学部における教育プログラム（以下「学部プログラム」という。）及び大学院における教
育プログラム（以下「大学院プログラム」という。）で構成する。

2　学部プログラムは、レギュラープログラム及びショートプログラムから構成される大阪大学マルチリンガル・エキスパート
養成学部プログラムとして開設し、その修了要件、提案、承認、修了認定証の発行及び管理運営については、別に定める。

3　大学院プログラムは、大阪大学大学院副専攻プログラムとして開設する。
　（修了要件）
第 5条	 マルチリンガルプログラムの修了の要件は、学部プログラムのうちレギュラープログラムを修了し、かつ、大学院にお
いて所属する専攻があらかじめ指定する大学院プログラムを修了することとする。

　（修了認定証の発行）
第 6条	 学部プログラム及び大学院プログラムの提案部局又は幹事部局は、マルチリンガルプログラムを修了した学生に対して、
所属専攻の修了後、速やかに学部プログラム及び大学院プログラムの提案部局又は幹事部局の長と総長との連名によるマルチ
リンガルプログラムの修了認定証を発行することができる。

　　附　則
　この申合せは、平成27年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則
　この改正は、平成29年 4 月 1 日から施行する。

大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラムの一部として実施される 
学部プログラムに関する覚書

　（趣　旨）
第 1条	 この覚書は、大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラムに関する申合せ（以下「申合せ」という。）第 4条
第 2項の規定に基づき、大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成学部プログラム（以下「学部プログラム」という。）に関
し必要な事項を定めるものとする。

　（構　成）
第 2条	 学部プログラムは、その教育目標に沿って、所属学科に準ずる一定のまとまりを有する科目により構成するものとし、レ
ギュラープログラム及びショートプログラムを設ける。

　（修了要件）
第 3条	 学部プログラムの修了に必要な単位数は次のとおりとし、各学部プログラムごとにこれを定めるものとする。
　　⑴　レギュラープログラム　24単位以上
　　⑵　ショートプログラム　　12単位以上24単位未満
2　学部プログラムの修了に必要な単位と所属学科の卒業に必要な単位との重複を認めるものとする。ただし、当該学部プログ
ラム修了のために必要な単位数の半数以上を、所属学科の卒業に必要な最低修得単位数以外に修得しなければならない。

　（提　案）
第 4条	 部局（文学部、人間科学部、外国語学部、法学部及び経済学部をいう。以下同じ。）は、単独で、又は複数の部局が連携
して、学部プログラムを提案するものとする。

2　前項の場合において、複数の部局が連携して提案する場合は、幹事部局を定め、幹事部局から提案を行うものとする。
　（承　認）
第 5条	 マルチリンガル・エキスパート養成プログラム運営協議会は、提案部局又は幹事部局から提案された学部プログラムの
名称、内容等について、審議し、承認するものとする。

　（修了認定証の発行）
第 6条	 提案部局又は幹事部局は、学部プログラムを修了した学生に対して、所属学科の卒業後、速やかに提案部局又は幹事部
局の長と総長との連名による学部プログラムの修了認定証を発行することができる。

　（実　施）
第 7条	 学部プログラムの実施については、提案部局又は幹事部局で行うものとする。
　　附　則
　この申合せは、平成27年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則
　この改正は、平成29年 4 月 1 日から施行する。



は じ め に

　昨今、いわゆるエマージング・エコノミーの台頭とともに、複数の高度な外国語運用能
力と高い専門性を身につけ、国際舞台で活躍できる人材の養成が急務となっています。国
際公用語となっている英語はもちろん、これに加えて、中国語、スペイン語、ポルトガル
（ブラジル）語、ロシア語、アラビア語、ベトナム語、インドネシア語等を縦横に運用でき
るとともに、法律、経済、人文社会科学等の専門知識を備えた人材が求められています。
大阪大学は、外国語学部を擁する唯一の国立総合大学として、大阪外国語大学との統合の
メリットを最大限に引き出し、他の大学では養成できないこうした貴重な人材を育成・輩
出し、我が国の発展と国際社会の相互理解に貢献していきたいと考えています。
　そこで、本学における新たな学際融合教育（学部・研究科等の枠にとらわれない教育）
プログラムとして、本学の学生が多様（マルチ）な言語教育科目と各学部・研究科におけ
る専門教育科目を並行して履修することができる「マルチリンガル・エキスパート養成プ
ログラム」を開設することにいたしました。
　大阪大学は、多数の学部・研究科・研究所・センター等からなる総合大学です。マルチ
リンガル・エキスパート養成プログラムにおいて提供される各プログラムは、それぞれの
専門分野を組み合わせて編成されており、また、学部の課程と大学院の博士前期（修士）
課程を通じたプログラムとして開設するものです。この教育環境を最大限利用してみませ
んか。
　このプログラムを履修することで、今までより大きな視野で物事を考えることができる
ようになり、所属学部・研究科においてもプラスに作用すると確信しています。

各プログラムの詳細については、「各プログラム紹介」の各プログラムの問い合わせ先にご照会
ください。

（全般的な問い合わせ先）

大阪大学　言語文化研究科・外国語学部箕面事務室
マルチリンガル・エキスパート養成プログラム（MLE）担当
　　〒562－8558　箕面市粟生間谷東 8 － 1 － 1
　　Email：multilingual＠ lang.osaka－u.ac.jp
　　TEL：072－730－5062
　　ホームページURL：http://www.mle.osaka－u.ac.jp/
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